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このたびは、ホーチキ製品をお買い上げいただきまことにありがとうございます。本製

品を安全に正しく設置、運用していただくため、工事前に必ず本書をお読みください。 
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1 ご使用になる皆様へ（注意事項） 
本装置を安全に施工していただくために、この工事説明書はいろいろな絵表示を行っています。絵表示の意味は

次のようになっています。内容をよくご理解いただいてから本文をお読みください。 

警告 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が重傷や傷害を負うか、機能の一部に重大

な悪影響をおよぼすことが想定される場合を表しています。 

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負うか、機能に悪影響をおよぼす

ことが想定される場合を表しています。 

 
「禁止」を表しています。 

 
「必ず行う」を表しています。 

 

1.1 本製品を安全にお使いいただくために 
本製品を安全にお使いいただくために、以下の内容をよく読み、ご理解いただいた上でご使用ください。 

 警告 

 
本装置の分解・改造などは行わないでください。 

事故や故障の原因となります。 

 
弊社の出入管理システム以外の用途に使用しないでください。事故や故障の原因となります。 

 
以下のような環境に設置（あるいは保管）しないでください。故障の原因になります。 

・水、雨水がかかる可能性のある場所 

・結露が予想される場所 

・多湿の場所 

・腐食性ガスが発生する場所 

・振動や衝撃を受ける場所 

 

1.2 工事上の注意 
工事の前に、以下の内容をよく読み、ご理解いただいた上で施工してください。 

 警告 

 
工事は必ず電源を切った状態で行ってください。 

通電状態での工事は故障の原因となります。 

 
電源端子以外の端子に電源を接続しないよう注意してください。内部回路が損傷し正常に動作しなくな

る可能性があります。 

 
本製品は設置後に設定されたデータに基づいて動作します。運用前に必ずデータ設定を行ってくださ

い。データ設定をしない状態での動作は保証できません。 

 

1.2.1 配線についての注意（距離、線種） 

＜使用できる電線＞ 

差し込み端子に接続できる電線は、単線のφ０．４～φ１．２ｍｍ（ＡＷＧ２６～１６）です。 

各機器間の配線長および推奨する電線径は次ページに記載のとおりです。 

推奨以外の電線を使用する場合は、各機器の消費電流から線路の電圧降下を計算し、電線径および線

路長を決定してください。 

 
 
 

 注意 

 
線材は、配線スペースに納めてください。基板上に線材がとおり、カバーで基板上の部品を圧迫すると

故障の原因となります。 

 

制御盤に認証装置（カードリーダー）を接続しない場合、任意の配線（電気錠、汎用入出力など）のう

ち 1 対をシールド線（CPEV-S）に変更するか、ダミーのシールド線を追加し、カードリーダー線同様、

シールド部を FG と接続してください。 

制御盤に入線される配線群の中にシールド線が含まれない場合、わずかに配線に対する放射ノイズへの

耐性が低下します。その結果、大電力放送用送信機に近接しているなどの厳しい電磁放射環境において、

予期せぬ動作が発生する可能性があります。 
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■推奨する各機器間の線路長■ 

 

＜制御盤 - 電気錠間＞ 

 
 
 
 
 

＜制御盤 – 認証装置（カードリーダー）間＞ 

制御盤-認証装置（カードリーダー）間の通信距離は 150m ですが、電源線は認証装置（カードリーダー）

の消費電流と線路による電圧低下を考慮して線種および線路長を決定してください。代表的な認証装

置（カードリーダー）は次のとおりです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 線路長は渡り配線で各認証装置（カードリーダー）を接続した場合の台数です（制御盤から分岐配線した分は含まない）。 

※ 上記以外の認証装置（カードリーダー）を使用する場合は、下記の計算式で線種および線路長を決定します。 

  

 

10.8Ｖ≦13 － 
線路長[ｍ]ｘ２ｘ１km 当たりの抵抗値[Ω]

 ｘ 
消費電流[ｍA]

 

                  
1000             1000 

 

各線路の 1km 当たりの抵抗値は以下のとおりです 

1.2ｍｍ単線 …   16 Ω/km 

0.9ｍｍ単線 …   29 Ω/km 

0.65ｍｍ単線   …  56 Ω/km 

 

1.2.2 絶縁抵抗試験 
絶縁抵抗試験を行う場合は、必ず基板間の FG を外してから行ってください。 

FG は制御盤のビスを外すのではなく、基板上のピン（下図２か所）を外してください。 

電気錠の種類 線路長 線路経 

電気錠動作電流 0.7A 未満 150m φ0.9mm 

電気錠動作電流 0.7A 以上 

  

100m φ0.9mm 

150m φ1.2mm 

 指でつかみ、真上に引き抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

認証装置 消費電流 接続台数 線路長 線路経 備考 
NHI-AR-W 110mA 2 台 150m φ0.9mm 電線は CPEV-S(ツイストペアシールドケーブル) 
NHF-CU-W 120mA 4 台 150m φ0.9mm×2 を使用する。 
  φ1.2mm ×2の場合は、電源線に 2 組の電線を使用する。 

6 台 150m φ1.2mm×2 
100m φ0.9mm×2 
90m φ1.2mm 
50m φ0.9mm 

8 台 150m φ1.2mm×2 
90m φ0.9mm×2 
80m φ1.2mm 
45m φ0.9mm 

NHF-AU-ACW 185mA 2 台 150m φ1.2mm 
φ0.9mm×2 

100m φ0.9mm 
4 台 150m φ1.2mm×2 

100m φ0.9mm×2 
90m φ1.2mm 
50m φ0.9mm 

5 台 150m φ1.2mm×2 
80m φ0.9mm×2 
75m φ1.2mm 
40m φ0.9mm 
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2 工事の準備をする 
2.1 梱包内容 

最初に梱包箱を開梱し、以下のものが入っていることを確認してください。 

 

 ①         ②         ③         ④ 
     
 
 

 
 
 
 
 

 ⑤          ⑥          ⑦     ⑧          ⑨ 
 
 
 
 
 
 

□ ① id・Techno eS Plus＋    □ ② スタートアップ CD (1 枚) 

（NLJ-AW-C-8D-M）制御盤 (1台) 

□ ③ 工事説明書 (本書)    □ ④ CFカード  (1個) 

□ ⑤ 鍵(制御盤扉開閉用)(2個)  □ ⑥ ヒューズクリップ  (1個) 

□ ⑦ 予備ヒューズ 4A (4個)、5A (2個)、 □ ⑧ 保証書 （１枚） 

10A (2個)、20A (1個) 

□ ⑨ 結線サンプル図 （1枚） 

 
 

本製品には本書の他に、複数の取扱説明書があり、それぞれの説明書は下記の場合の使用方法を記載しています。

スタートアップ CD に PDF ファイルで保存されている取扱説明書は必要に応じて印刷してご覧ください。 

  

※ Acrobat Reader DC を使用する場合は以下の設定を行ってください。 

Acrobat Reader メニュー「編集」から「環境設定」→「セキュリティ（拡張）」画面を開き、「起動時に保護モ

ードを有効にする」を OFF に設定します。 

 

取扱説明書の名称 概要 収納場所 

工事説明書（本書） 設置・結線方法、データ設定（販売店様用） 製品添付 

ブラウザー画面取扱説明書 ブラウザーを使用した設定、運用 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル）  

履歴管理プログラム取扱説明書 「履歴管理プログラム」使用方法 
スタートアップ CD 

（PDF ファイル） 

 

 

     

 

ＩＮ
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2.2 工事に必要な道具 
制御盤と各機器の施工用に、以下のものを準備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ ① アンカーボルト（M１０）もしくは同等品４本  

    …  制御盤を壁面に取り付ける際に使用します。 

□ ② プラスドライバー  …  認証装置（カードリーダー）との結線に使用します。 

□ ③ 精密ドライバー（マイナス） …  アドレススイッチの設定や、ディップスイッチの設定に使用 

       します。 

□ ④ Ｍ３六角レンチ（2.5ｍｍ） …  認証装置（カードリーダー）の取り付けに使用します。 

□ ⑤ ニッパー   …  線を切断する場合に使用します。 

□ ⑥ ワイヤストリッパー  …  線の被覆を剥く場合に使用します。 

□ ⑦ 各種線材   …  制御盤と各機器の結線に使用します。線種など詳細に 

       ついては、P.4 でご確認ください。 

□ ⑧ テスター   …   電源の１００V、接続線の導通テストを行う際に使用します。 

□ ⑨ ノート PC   …   データの設定、試験調整に使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

5   １ ２ ３ 

6 7 8 9 

4 
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3 製品の概要 
 

3.1 制御盤の概要 
本製品は、カードや生体情報を照合して、扉の解錠や、防犯の警戒などが行える出入管理システム用の制御盤（コ

ントローラー）です。1 台の制御盤に、認証装置（カードリーダーや生体認証装置）を最大 16 台、電気錠を 8

台まで接続でき、防犯センサーなどの監視が行える入力を 8 点、他設備連携用の出力を 8 点備えています（※）。 

 ※弊社製入力制御盤（NLJ-AW-40-M( I )）、出力制御盤（NLJ-AW-40-M( O )）を接続すれば最大１２８

点の入力または出力を使用することができます（入出力制御盤１台あたり４０点の入出力で、最大 3 台まで

接続可能）。 

機器の状態監視や制御、利用者の登録などは WEB ブラウザーを使用してかんたんに行うことができます。 

制御盤は最大 4 台までネットワーク接続でき、４台分の履歴やデータを一元管理することが可能です。 

 

<本製品の特長> 
 
PCと制御盤をネットワークで接続してWEBブラウザーで設定することで本装置の動作の設定および利用

者などを手軽に設定することができます。 

その他、運用開始後の履歴の管理には WEB ブラウザーの他に付属の履歴管理プログラムを使用するこ

とで、履歴の自動バックアップや勤怠の管理をすることが可能です。 

 

3.2 システム構成図（概要図） 

＜id･Techno eS Plus+システム概要図＞ 
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3.2.1 システム構成例① 
制御盤 1 台をブラウザーPC で管理する場合                    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.2 システム構成例② 
制御盤 4 台を社内 LAN で接続、ブラウザーPC で管理し、履歴のバックアップを履歴管理プログラムで行う場合 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※弊社推奨の HUB を使用すれば、HUB を制御盤内部に収納することができます 

 推奨スイッチング HUB：FL SWITCH SFNB 5TX（PHOENIX CONTACT 製）（5 ポート） 

FL SWITCH 1005NT（PHOENIX CONTACT 製）（5 ポート） 
 

 注意 

 
ネットワークを構成する HUB には、"スイッチング HUB"を使用してください。"リピータ HUB"を使用

した場合、通信のトラフィックが非常に多いときに、情報が正常に送られない場合があります。 

 
ネットワークも含めたシステム全体をバックアップする場合は HUB も UPS などでバックアップしてく

ださい。ＨＵＢをバックアップしない場合は、停電時に制御盤間の連動や、PC からの監視/制御ができ

なくなります。 

※弊社推奨の HUB を使用し電源基板から給電している場合はバックアップは不要です。 

ブラウザーPC 

入力制御盤（NLJ-AW-40-M ( I )） 

または出力制御盤（NLJ-AW-40-M ( O )） 

※最大、合わせて３台まで接続可能 

ブラウザーPC 

入力制御盤（NLJ-AW-40-M ( I )） 

または出力制御盤（NLJ-AW-40-M ( O )） 

※最大、合わせて３台まで接続可能 
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4 各部の説明と操作方法 
4.1 各部説明 

＜外観図＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置・工事             

制御盤扉

＜扉の開け方＞

①

②

③

ハンドルのキーシリンダーに同
梱の鍵をさしこみ、右へ１８０°
廻し、シリンダー下部のボタン
を押して開けます。



 

 

11 

 

 

 

＜内観図＞ 
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２４
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２１
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番号 名称 備考 

Ⅰ 電源基板  

Ⅱ 予備電源設置スペース  

Ⅲ インターフェース基板  

Ⅳ CPU 基板  

Ⅴ スイッチング HUB 取り付けスペース 弊社指定のスイッチング HUB を取り付けます 

Ⅵ 
入出力制御盤（NLJ-AW-40-M(IO)）用

通信変換基板取り付けスペース 

入出力制御盤（NLJ-AW-40-M(IO)）を接続するための

通信変換基板を取り付けます 

１ AC 入力端子 ＡＣ100Ｖを接続します 

２ 主電源（SW1） 主電源をＯＮにしないと制御盤の電源が入りません 

３ ヒューズ（F1、F2） ＡＣ100Ｖ入力用の過電流保護ヒューズ（10A）です 

４ ヒューズ（F10） 予備電源入力用の過電流保護ヒューズ（20A）です 

５ 

ヒューズ（F9） 

入出力制御盤（NLJ-AW-40-M(IO)）用 DC13V 出力の

過電流保護ヒューズ（4A）です 

ヒューズ右の LED で電源監視されます 

６ 

ヒューズ（F3、F4、F5、F6、F11） 

制御盤用 DC 出力の過電流保護ヒューズです 

それぞれヒューズ右の LED で電源監視されます 

・F3：制御盤用 DC24V 出力用①（4A） 

・F4：制御盤用 DC24V 出力用②（4A） 

・F5：制御盤用 DC13V 出力用①（5A） 

・F6：制御盤用 DC13V 出力用②（5A） 

・F11：弊社推奨スイッチング HUB 用 DC24V 出力用（4A） 

７ DC24V 出力端子 弊社指定のスイッチング HUB を接続します 

８ シャットダウンボタン 制御盤の電源をＯＮ/ＯＦＦします 

９ 予備電源試験ボタン 予備電源試験を行います 

１０ タンパースイッチ  

１１ 電気錠１，２接続用端子台（TB2）  

１２ 電気錠３，４接続用端子台（TB3）  

１３ 電気錠５，６接続用端子台（TB4）  

１４ 電気錠７，８接続用端子台（TB5）  

１５ センサー電源１２V 出力、認証装置（カー

ドリーダー）接続用端子台（TB1） 

 

１６ アドレススイッチ（RSW1－アドレス１） 制御盤アドレスの１の位です 

１７ アドレススイッチ（RSW2－アドレス 10） 制御盤アドレスの 10 の位です 

１８ アドレススイッチ（RSW3－拠点１） 拠点アドレスの１の位です 

１９ 
アドレススイッチ（RSW4－拠点 10） 

拠点アドレスの 10 の位です 

２０ 
ディップスイッチ（DSW1） 

制御盤の動作設定用のディップスイッチです 

２１ 
ディップスイッチ（DSW2） 

制御盤の動作設定用のディップスイッチです 

２２ 
汎用 LED （DSP１～８） 

制御盤の各種状態を表示します 

２３ 
試験調整用スイッチ（RSW6-CTG） 

状態表示の切り替えのためのスイッチです 

２４ 
試験調整用スイッチ（RSW5-PT） 

状態表示の切り替えのためのスイッチです 

２５ 
スタートボタン（表示切替） 

状態表示の切り替えのためのボタンです 

２６ 
火災、警報、障害用端子台（TB8） 

 

２７ 
出力接続用端子台（TB7） 

 

２８ 
入力接続用端子台（TB6） 

 

２９ 
CF カード挿入口 

ＣＦカードが挿入されていないと制御盤は動作しません 

３０ 
ディップスイッチ（SW2） 

 

３１ 
LAN ケーブル用コネクタ＆LED 
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5 工事 
5.1 取り付け 

取り付けには、アンカーボルト（M１０）もしくは同等品４本を使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 
制御盤は必ず４か所で固定し、設置完了後、必ず制御盤が正しく十分な強度で壁面に取り付けられてい

ることを確認してください。 

不完全な取り付けは、脱落・落下によるけがや機器故障の原因になります。 

 
機器取り付け時に、過大な力で締めすぎないようにしてください。 

制御盤が曲がったり歪んだりして、扉の開閉などに不都合が生じる場合があります。 

  

5.2 通線孔の開け方 
通線の必要に応じて、制御盤上面の通線カバーや下面のノックアウトに穴を開けてから、壁面に取り付けます。 

※制御盤上面の通線カバーに穴を開ける場合は、切り粉など異物が制御盤内に入らないように、必ず通線カバ

ーを制御盤から外してから穴を開け、その後元どおりにカバーを取り付けてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜通線カバー＞ 

（上面視） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ノックアウト＞ 

（下面視） 
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5.3 ＣＦカードの取り付け/取り外し/交換方法 
5.3.1 CFカードの取り付け  
 

付属の CF カードを CPU 基板のカード挿入口に差し込みます。 

CF カードのラベルを表面にして矢印の方向に差し

込んでください。 

 

5.3.2 CF カードの取り外し 
 

Ｐ．24 ＜制御盤電源 ＯＦＦ方法＞に従って制御

盤電源をシャットダウンします。 

インターフェース基板およびＣＰＵ基板上のＬＥＤがすべて消灯し、 

制御盤電源のＯＦＦを確認できたら、ＣＦカードを引き抜きます。 

 

5.3.3 CF カードの交換 
 

前項「5.3.2 CF カードの取り外し」、 

「5.3.1 CF カードの取り付け」を参考にＣＦカードを交換し、 

シャットダウンボタンを押下して制御盤電源をＯＮにします。 

 

また、入力制御盤（NLJ-AW-40-M( I )）、出力制御盤（NLJ-AW-40-M( O )）が制御盤（本機）に接続され

ている場合、これらの電源は制御盤電源が OFF されても電源基板から供給され続けます。 

そのため、出力状態を保持したままでのＣＦカード交換が可能です。 

※制御盤（本機）の８点の出力はすべてＯＦＦ（オープン）となります。 

 

 警告 

 
CF カードは根本までしっかり差し込まれていることを必ず確認してください。 

CF カードにはプログラム・物件データなど本製品に必要なデータがすべて格納されています。 

差込不良は、本製品の動作に不具合を生じさせる原因になります。 
※ 弊社にお問い合わせいただく際、ＣＦカードのバージョン番号を確認させていただくことがあります。施工完了時にＣＦカードに記

載されているバージョン番号を控えておくようにお願いします。 

 

Ｏ Ｎ

Ｉ Ｎ
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5.4 結線方法 
5.4.1 電源線の接続 

 注意 

 
施工完了までは電源スイッチを入れないでください。 

電源を入れた状態での施工は、感電や事故のおそれがあります。 

 
電源は極性に注意して接続してください。 

下図を参考に、電源線は端子ＮとＬに接続し、アース線は端子 FG へつないでください。 

 
より線の電線は使用できませんので、棒型圧着ラグ端子をつけて使用してください。 

 
・適合電線範囲であるΦ0.4～1.2mm の単線を使用してください。 

・電線の被膜は１０ｍｍに剥いてください。指定長不足や差込み不足は接触不良の原因となります。 

 

＜電源線接続位置＞ 

 

 

電源線はまず脱着端子 

に接続した後、電源基板のコネクタ 

TB1 に接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.2 脱着端子の使い方 
電源基板上の脱着端子の使用方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 線が差し込めなかった場合は、線を外すとき同様端子の凸部を押し下げながら線を差し込んでください。 
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A
C
１
０
０
V

接
地

＜線を外す＞ 

線を抜く場合は、精密ドライバーなどを使用し、端

子台の凸部を垂直に押し下げながら線を引き抜いて

ください。 

＜線をつなぐ＞ 

線を面に対し垂直に奥まで差し込みます。差し込んだ

ら線を軽く引っ張り、確実に接続されたかどうか確認

してください。※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱着
端子
（横）

差し込む

＜上面から見た図＞

脱着
端子
（横）

押し込む

引き抜く

＜上面から見た図＞

＜コネクタに接続する＞ 

脱着端子を電源基板のコネクタに接続し、左右のネジをマイナスドライバーで締めて固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱着
端子
（横）

＜上面から見た図＞
電源基板

右に廻す押し込む
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5.4.3 差込端子の使い方 
インターフェース基板上の差込端子の使用方法です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 線が差し込めなかった場合は、線を外すとき同様端子台の凸部を押し下げながら線を差し込んでください。 

 

 

5.4.4 予備電源との接続 
予備電源の接続方法です。 

予備電源を予備電源設置スペースに置き、赤い線が左にくるようにコネクタを接続します。 

コネクタに接続した後、クリップに線を固定してください。 

 

 
 

 

 注意 

 
より線の電線は使用できませんので、棒型圧着ラグ端子をつけて使用してください。 

 
・適合電線範囲であるΦ0.4～1.2mm の単線を使用してください。 

・電線の被膜は８ｍｍに剥いてください。指定長不足や差込み不足は接触不良の原因となります。 

＜線をつなぐ場合＞ 

線を面に対し垂直に奥まで差し込みます。差し込んだ

ら線を軽く引っ張り、確実に接続されたかどうか確認

してください。※ 
 

端子台
（横)

＜上面から見た図＞

差し込む

＜線を外す場合＞ 

線を抜く場合は、精密ドライバーなどを使用し、端

子台の凸部を垂直に押し下げながら線を引き抜いて

ください。 
 

＜上面から見た図＞

押し込む

引き抜く

端子台
（横)

クリップ 
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5.4.5 電気錠との接続 
電気錠はＴＢ2～ＴＢ5 へ接続します。 

接続する端子の場所の番号（1～8）が、電気錠番号（アドレス）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.6 認証装置（カードリーダー）との接続 

制御盤と認証装置（カードリーダー）はＴＢ1 の端子へ下図のように接続します。 

・ 認証装置（カードリーダー）番号（アドレス）１～8 は「認証装置（カードリーダー）系統 1（ＣＲ１）」へ、

9～16 は「認証装置（カードリーダー）系統 2（ＣＲ２）」へ接続します。 

・ 信号線のシールドは制御盤のＦＧ端子に接続してください。 

・ 認証装置（カードリーダー）番号（アドレス）の設定は認証装置（カードリーダー）内部のディップスイッ

チで行います。（→各認証装置（カードリーダー）の取扱説明書参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＲＳＷ － 扉開閉信号 

ＭＳＷ － 施錠信号 

電気錠アドレス（電気錠番号）について 

認証装置（カードリーダー）側  

ＰＡ  ＰＢ ＴｘＬ ＴｘＨ   

       ↓   ↓   ↓   ↓ 

制御盤側  ＧＮＤ 12Ｖ ＴｘＬ ＴｘＨ  

注：自動ドアを接続する場合は自動ドアの 
解錠入力を[SOL O,C 端子]に接続する 

電気錠 
（自動ドアの場合：無電圧出力） 

ＴＢ２

|  + - O   C  |  I   C  |  I   C  |   + - O   C  |  I   C  |  I   C  |

     SOL1        RSW1   MSW1      SOL2        RSW2   MSW2

解錠入力 開閉信号 
Ｉ Ｏ Ｏ Ｃ 

ＴＢ２

|  + - O   C  |  I   C  |  I   C  |   + - O   C  |  I   C  |  I   C  |

     SOL1        RSW1   MSW1      SOL2        RSW2   MSW2

電気錠 
（直接制御する場合：有電圧出力） 

注：下記配線色は美和ロック製 
  電気錠を使用した場合 

端子台 

ｿﾚﾉｲﾄﾞ開閉信号 施錠信号 
 青 茶 橙 白 赤 黒  

 

※□部分の数字1～8が、その端子に接続した電気錠のアドレスとなります。

例）「電気錠アドレス１」を接続したい場合は□が１の端子台へ結線します。

＋ ー Ｏ Ｃ Ｃ Ｉ Ｃ

SOL□ MSW□RSW□

Ｉ

制御盤 – 認証装置（カードリーダー）間の最長距離は 150m です。 

※接続台数、使用線種により最長距離は異なります。 

  P4～.「1.2.1 配線についての注意（距離、線種）」を参照してください。 

制御盤 – 電気錠間の最長距離は 150m です。 

※電気錠動作電流、使用線種により最長距離は異なります。 

  P4～.「1.2.1 配線についての注意（距離、線種）」を参照してください。 
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渡り接続する場合 

最大８台まで接続となります 

注：4 線式の認証装置を使用する 

場合は認証装置の設定を 2 線に

してください。 

ＲｘＬ－ＴｘＬ、ＲｘＨ－ＴｘＨ間を接続してください 

カードリーダー 
（NHD-AU-□、NHC-AU-□、NCD-BU-□、NLE-1 の場合） 

PA PB RxL RxH TxL TxH 
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PA PB RxL RxH TxL TxH 

カードリーダー 
（NHF-□U-□、NHI-AR-□、 

NHH-AU-□、NHB-BU-□の場合） 

カードリーダー 

（渡り配線で２台以上つなぐ場合） 

PA PB RxL RxH TxL TxH 
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5.4.7 入力/出力の接続 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
5.4.8 警報代表、障害代表の接続 

警報および障害を代表信号として接点出力することができます。 

警報代表の端子名称は｢ALM｣、障害代表の端子名称は｢ERR｣となっています。 

各出力は以下の場合に動作します。 

警報代表 防犯発報、火災受信、タンパー異常、電気錠こじ開け、滞在時刻オーバー、単独在室警報 

障害代表 
認証装置（カードリーダー）伝送障害、センサー監視異常、センサー点検異常、内部電源異常、システム

ダウン、データ設定失敗、CF 内システムデータ NG、バックアップメモリ異常、ネットワーク障害 

警報代表、障害代表がどのようなときに動作するかは、データ設定により変更することができます。 

※警報代表および障害代表は、各制御盤での代表出力となります。システムとしての代表出力とはなっ

ていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.4.9 火災代表入力の接続 

火災代表入力端子には火災警報器からの火災信号（無電圧接点、火災時クローズ）を接続します。 

この入力をショートすると、解錠有無の設定(P.45 参照)に従って電気錠が連続解錠します。端子名称は

「FIRE」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移報機器 
（ブザー、他機器など） 

ＴＢ８

I    C   O   C   O   C  

FIRE    ALM   ERR

Ｉ Ｃ Ｉ Ｃ 

警報代表出力 障害代表出力 

端子台 

自動火災報知器

( 火災信号)

注： 火災信号は火災時クローズ

(出力ON) のみ対応

ＴＢ８

I    C   O   C   O   C  

FIRE    ALM  ERR

CO

端子台 

 

自動火災報知器 
（火災信号） 

・入力端子の a 接点/b 接点の切替はデー 

タ設定により行います。 

・出力端子は、制御盤の電源 OFF 時はブ

レイク（開）となります。 
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ＧＮＤ　１２Ｖ

ＴＢ１

注：防犯センサに電源供給が必要な

場合は、12V出力端子を使用

( パッシブセンサ 等 )

ＴＢ６

IN1      IN2      IN3      IN4      IN5      IN6      IN7      IN8    
| I   C  |  I   C  |  I   C  | I   C  |  I   C  |  I   C  |  I   C  |  I   C  |

ＴＢ７

OUT1   OUT2   OUT3   OUT4   OUT5   OUT6   OUT7   OUT8    

出力用端子台

入力用端子台

注：出力は無電圧接点出力 
接点容量はＤＣ30Ｖ １Ａ 

移報機器 
（ブザー、他機器など） 

出力２ 
（扉開閉信号） 

出力１ 
（防犯発報信号） 

Ｉ Ｃ Ｉ Ｃ 

Ｏ Ｃ 

電気錠 
一時解錠ボタン 

防犯センサー 
（空間センサーなど） 

GND 12V O   C 
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5.4.10 PC、ネットワークとの接続 

ＰＣは、カテゴリー５（CAT5）以上のＬＡＮケーブルを使って、 

基板右上にあるＬＡＮケーブル用コネクタに接続します。 

HUB 経由で接続する場合は通常のストレートケーブルを使用します。 

制御盤に直接接続する場合はクロスケーブルを使用してください。 

 

専用ネットワーク以外（社内ＬＡＮ、ＷＡＮなど）に接続する場合の条件 

 

１．PC⇔制御盤、制御盤⇔制御盤間が 

Ethernet の 10/100Base-T で構成されていること 

２．通信帯域が 1Mbps 以上確保できること 

３．IP アドレスを制御盤の台数分用意できること 

(制御盤の IP アドレス決定に DHCP は使用不可) 

４．各制御盤間で「Ping」コマンドが通る環境であること 

５．Proxy サーバーを使用している場合、マスター制御盤の IP アドレスを適用除外(例外設定)できること 

（LAN の設定において、｢自動構成スクリプトを使用する｣に設定されている PC に関しても、制御盤にアクセ

スするときは、プロキシからの除外を行う） 

６．制御盤と接続する HUB もしくはルータのポートが全２重固定ではないこと 

７．下記のプロトコル（ポート番号）の通信およびルーティングが行えること 

  ＰＣ ⇔ マスター制御盤                           ＴＣＰ：80 

  制御盤 ⇔ 制御盤 (制御盤が２台以上の場合） ＴＣＰ：62240,ＩＣＭＰ 

  ＰＣ ⇔ 各制御盤（履歴管理プログラムを使用する場合） FTP：20、21  FTPS：989、990 

 

参考：出荷時での各制御盤デフォルト値一覧表 

名称 ＩＰアドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ 

マスター制御盤 192.168.100.100 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 1 192.168.100.101 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 2 192.168.100.102 255.255.255.0 192.168.100.254 

スレーブ制御盤 3 192.168.100.103 255.255.255.0 192.168.100.254 

 

※ＩＰアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイは変更可能です。 

※ＩＰアドレスの設定を工場出荷時に戻したい場合は、下記の操作を行ってください。 

 ①制御盤内インターフェース基板の「START スイッチ」を 10 秒間長押します。 

 ②インターフェース基板上の汎用表示灯 DSP１～８がすべて点滅します。 

  注）DSP１～８がすべて点滅したら、スイッチから手を離してください。 

 ③１～２分程度で制御盤の再起動が行われ、ＩＰアドレスの設定が初期化されます。 
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6 内部スイッチ（ディップスイッチ・ロータリースイッチ）の設定  
 

本製品は、制御盤の内部スイッチの設定により、動作するための基本的な設定を行います。 

 

 注意 

 
設定を変えた場合は、必ず制御盤を再起動してください。再起動しない場合は、設定内容が反映されませ

ん。ブラウザーで設定する場合は、必ずディップスイッチを設定して再起動後に、ブラウザーの操作を行

ってください。 

 

6.1 アドレススイッチの設定（拠点アドレス） 
「id・Techno Satellite」を接続して拠点管理を行う場合、 

拠点アドレスを設定します。 

拠点アドレスは、アドレススイッチ（ＲＳＷ３/ＲＳＷ４） 

で設定します。 

工場出荷時状態は右の図のように“01”と設定され 

ています。 

拠点管理を行わない場合は、“01”に固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

6.2 アドレススイッチの設定（制御盤アドレス） 
アドレススイッチ（RSW１/RSW２）で、マスター/スレーブ制御盤の設定とネットワークアドレス（IP アドレ

スなど）の設定を行います。 

制御盤を２台以上接続して使用する場合は、１台目をマスター、２台目以降をスレーブ制御盤として設定します。 

（制御盤はシステム内で、マスター制御盤を 1 台、スレーブ制御盤を３台まで接続することができます。） 

アドレススイッチ（RSW１/RSW2）の設定に従いネット 

ワークアドレス(IP アドレス･サブネットマスク･デフォルト 

ゲートウェイ)が設定されます。 

工場出荷時状態は右の図のようになっており、マスター 

制御盤として設定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アドレススイッチ 
ＩＰアドレス サブネットマスク デフォルトゲートウェイ マスター/スレーブ 

RSW 2 RSW 1 

0 1 192.168.100.100 255.255.255.0 192.168.100.254 マスター 

0 2 192.168.100.101 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 1 

0 3 192.168.100.102 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 2 

0 4 192.168.100.103 255.255.255.0 192.168.100.254 スレーブ 3 
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6.3 試験調整用スイッチの設定（必要な場合のみ）  
各種設定後の試験調整時に、接続機器の状態を内部ＬＥＤにて確認できます。ロータリースイッチ RSW5（PT）、

RSW6（CTG）の組合せで、ＬＥＤ（DSP1～DSP8）の表示内容を切替えることができます。 

両スイッチを設定後（次表参照）、START（表示切替）ボタンを押すと表示されます。 

 

※ 機能使用後は、必ずロータリースイッチ（RSW5（PT）、RSW6（CTG））を両方とも「0」の位置に戻し 

ておいてください。 
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CTG PT

DSP1 更新中 点灯
DSP2 作成中 点灯
DSP3 作成中 点灯
DSP4 作成中 点灯

正常時 点灯
異常時 点滅
未設定 消灯

DSP7 正常時 消灯
DSP8 動作中 点滅
DSP1 正常時 点灯
DSP3 閉入力時 点灯
DSP4 押下げ時 点灯
DSP5 正常時 点灯
DSP6 正常時 点灯
DSP7 正常時 点灯

2 DSP1～8 設定ファイル１～８　 点灯
3 DSP1～8 設定ファイル９～１６ 点灯
4 DSP1～8 設定ファイル１７～２４ 点灯
5 DSP1～8 設定ファイル２５～３２ 点灯

正常時 点灯

異常時 点滅

未設定 消灯

正常時 点灯

異常時 点滅

未設定 消灯

正常時 点灯
障害時 点滅
未設定 消灯
正常時 点灯
障害時 点滅
未設定 消灯

1

1
2
・
・
9

DSP1～8

DSP6

1

0

2

設定
表示内容

0

0

データ更新中
履歴ファイル作成中
データファイル作成中
在室一覧ファイル作成中

内部電源監視

センター装置との通信

制御盤正常動作中

0

1

0

制御盤通信状態
ＤＳＰ１：制御盤1（マスター）との通信
状態
ＤＳＰ２～８：制御盤2～8との通信状態
※5～8は大規模接続時

AC電源監視　(停電)
火災入力　（ＦＩＲＥ）

DSP1～8

タンパスイッチ
障害代表出力　（ＥＲＲ）
警報代表出力　（ＡＬＭ）
電源灯

あり

1系統目認証装置（1～8）の伝送状態

2系統目認証装置（9～16）の伝送状態

※設定ファイル
　番号一覧参照

制御盤9～16との通信状態
制御盤17～24との通信状態
　　　　　　　・
　　　　　　　・
制御盤73～80との通信状態

2 0 DSP1～8

1 DSP1～8

CTG PT

DSP1 電圧出力
DSP2 電圧極性
DSP3 電圧出力
DSP4 電圧極性
DSP5 電圧出力
DSP6 電圧極性
DSP7 電圧出力
DSP8 電圧極性
DSP1 扉開閉状態
DSP2 施解錠状態
DSP3 扉開閉状態
DSP4 施解錠状態
DSP5 扉開閉状態
DSP6 施解錠状態
DSP7 扉開閉状態
DSP8 施解錠状態

DSP1 電圧出力

DSP2 電圧極性
DSP3 電圧出力
DSP4 電圧極性
DSP5 電圧出力
DSP6 電圧極性
DSP7 電圧出力
DSP8 電圧極性
DSP1 扉開閉状態
DSP2 施解錠状態
DSP3 扉開閉状態
DSP4 施解錠状態
DSP5 扉開閉状態
DSP6 施解錠状態
DSP7 扉開閉状態
DSP8 施解錠状態

3 0 DSP1～8
閉入力時
開入力時

点灯
消灯

設定
表示内容

2 2

ＥＬ１
電圧
出力時

極性
反転時

点灯

点灯

ＥＬ２

ＥＬ３

ＥＬ４

2 3

ＥＬ１

扉閉時

施錠時

点灯

点灯

ＥＬ２

ＥＬ３

ＥＬ４

2 4

ＥＬ５
電圧
出力時

極性
反転時

点灯

点灯

ＥＬ６

ＥＬ７

ＥＬ８

2 5

ＥＬ５

扉閉時

施錠時

汎用入力1-8の状態

点灯

点灯

ＥＬ６

ＥＬ７

ＥＬ８

  

汎用 ＬＥＤ 

（ 上 から 1 ～ 8 ） 
RSW 6 

( CTG ) 
RSW 5 

( PT ) 
START 

( 表示切替 ) 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

表示切替 
ＣＴＧ ＰＴ 

汎用表示 

ＲＳＷ 5 ＲＳＷ 6 START 
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6.4 各種設定スイッチ（DSW１、DSW2）の設定  
ディップスイッチ（DSW１、DSW２）で、カード読み取りフォーマット/ブザーなどの設定を行います。 

（”DSW１“と”DSW２“の白い文字を右にみて、左から順番に bit1～bit10 の並びとなります。） 

 

工場出荷状態では全 bit がＯＦＦになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ディップスイッチ 設定内容 

1 カードフォーマット送信処理 

カード読取フォーマットを選択します 

読取フォーマットをフォーマットカードやファイルから設定する場合はそれぞれの設定

方法にあわせてください 

2 ブザー音量/操作音有無 ブザーの音量を選択します 

3 時報有無 
時報を使用するに設定すると、毎日正午に時報音が鳴ります 

制御盤の時計が狂っていないか毎日確認できます 

4 HTTP 接続許可 本製品では OFF で使用してください 

5 大規模モード id・Techno for ProfessionalⅡに接続する場合に ON に設定します 

6 WEB サーバー使用可否 

ＯＮに設定すると、外部からのＷＥＢアクセスをシャットアウトします 

※本設定をＯＮにするとＰＣからのＷＥＢアクセスがシャットアウトされ、本機器のデ

ータ設定などが行えなくなりますのでご注意ください 

7 FTP サーバー使用可否 
履歴管理プログラムを使用して、制御盤にアクセスし履歴を自動的に取り込む機能の使

用有無です 使用する場合のみＯＮにしてください 

8 休日自動設定 

当日から１年後までの国民の祝日を休日として自動生成、保存します 

また１年を過ぎた休日データは自動的に削除します 

ただし、６４日を超える休日は生成されません 

→次項「<参考> 休日自動設定モードについて」 

9 
未使用（DSW1_8～10bit、 

DSW2_4，6～10bit） 
本機器では使用しません すべて OFF 固定としてください 

 

 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10

ＯＮ

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10

ＯＮ

ＤＳＷ１ ＤＳＷ２

bit 1→10 bit 1→10

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

1.使用禁止

0.使用可能

1.アクセス
　禁止

0.アクセス
　可能

0.Pro2
　接続不可

1.Pro2
　接続可能

0.自動設定
　する

1.自動設定
　禁止

0.許可する

1.許可しない1.使用する

0.使用しない0.音量大

1.音量小

2.鳴動なし

0.Idm

1.標準カード

2.Edy

3.UID(Mifare)

4.CSVﾌｧｲﾙで設定

7.ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞで設定

大規模

モード

WEBサーバー

使用可否

FTPサーバー

使用可否

休日

自動設定

ブザー音量カードフォーマット
送信処理

 
/操作音有無 時報有無

HTTP
接続許可

DSW1 DSW2ディップスイッチ設定表
1 2 3 4 5 6 7 8 9 101 2 3 4 5 6 7 8 9 10

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

ON

OFF

OFF

OFF ON

OFF OFF OFF

ON OFF OFF

OFF ON OFF

ON ON OFF

OFF ON ON

ON ON ON

※マスター制御盤とスレーブ制御盤の複数台で運用する場合、「大規模モード」

「FTP サーバー使用可否」「休日自動設定」はすべての制御盤で同じ設定としてく

ださい。「カードフォーマット送信処理」「ブザー音量/操作音有無」「時報有無」は、

制御盤毎に設定可能です。「HTTP 接続許可」「WEB サーバー使用可否」はマスタ

ー制御盤で設定してください。 

 

6. CSV ファイルで設定  
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<参考> 休日自動設定モードについて（DSW２＿bit５） 

 

休日自動設定モードをＯＮにすると、毎日１：００、または起動時に自動的に 365 日後までの国民の休日（祝日）

データ（ハッピーマンデーなど含む）を保存し、366 日以前のデータは削除します。 

つまり、常に当日の前後それぞれ３６５日間ずつの休日（祝日）データが保存されている状態になります。 

 

[例：2023 年 5 月 31 日を迎えたとき] 

 

[設定される休日データ]（例：2022～2032 年） 

 

※ 自動設定される休日（祝日）データはコンピュータにより算出されたものであり、政府が発表する休日 

と異なる可能性があります。 

※ 法改正などにより休日が変更される場合もありますのであらかじめご了承ください。 

※ 制御盤に休日（祝日）や特別日として登録できるのは、自動生成された休日を含んだ６４日までです。 

2022 年 1/1, 1/10, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/18, 8/11, 9/19, 9/23, 10/10, 11/3, 11/23 

2023 年 1/1, 1/9, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/17, 8/11, 9/18, 9/23, 10/9, 11/3, 11/23 

2024 年 1/1, 1/8, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/15, 8/12, 9/16, 9/22, 10/14, 11/3, 11/23 

2025 年 1/1, 1/11, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/21, 8/11, 9/15, 9/23, 10/13, 11/3, 11/23 

2026 年 1/1, 1/12, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/20, 8/11, 9/21, 9/23, 10/12, 11/3, 11/23 

2027 年 1/1, 1/11, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/19, 8/11, 9/20, 9/23, 10/11, 11/3, 11/23 

2028 年 1/1, 1/10, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/17, 8/11, 9/18, 9/22, 10/9, 11/3, 11/23 

2029 年 1/1, 1/8, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/16, 8/11, 9/17, 9/23, 10/8, 11/3, 11/23 

2030 年 1/1, 1/14, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/15, 8/11, 9/16, 9/23, 10/14, 11/3, 11/23 

2031 年 1/1, 1/13, 2/11, 2/23, 3/21, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/21, 8/11, 9/15, 9/23, 10/13, 11/3, 11/23 

2032 年 1/1, 1/12, 2/11, 2/23, 3/20, 4/29, 5/3, 5/4, 5/5, 7/19, 8/11, 9/20, 9/22, 10/11, 11/3, 11/23 

5/30 5/31 6/15/29 6/25/28 5/29 5/305/285/27

削除

5/30 5/31 6/15/29 6/2 6/3

365日間365日間

～～

毎日AM1:00または制御盤起動時に当日を含む365日後までの休日データを追加当日より366日以前のデータは削除していく

2010 2011

1：00

2023 2024 
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7 電源のＯＮ/ＯＦＦ と 予備電源の取扱い 方法  
 

7.1 電源の ON/OFF 
 

＜主電源をＯＮにする＞ 

まず、制御盤内電源基板左下の主電源（ＳＷ１）をＯＮにしてから、 

電源基板右上のシャットダウンボタンで下記操作を行います。 

主電源は、施工時以外はＯＮ状態にしておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜制御盤電源 ＯＮ方法＞ 

※主電源ＯＮ後の初回起動時は、この操作は不要です。 

 

１ 電源基板右上にあるシャットダウンボタンを押します。 

  

２ 「ピーッ」と音が鳴り、スイッチを押して約３０秒後に、 

制御盤が起動します。 

制御盤の起動は制御盤上部のインターフェース基板、ＣＰＵ基板上 

にあるいくつかのＬＥＤが灯ることで確認できます。 

 

                ＜制御盤電源 ＯＦＦ方法＞ 

１ 電源基板右上にあるシャットダウンボタンを３秒以上長押します。 

 

２ 「ピッ」と音が鳴るのを確認してボタンから指を離すと制御盤が

シャットダウンします。 

制御盤のシャットダウンは制御盤上部のインターフェース基板上

の汎用表示 LED（DSP１～８）、およびＣＰＵ基板上のＬＥＤがす

べて消灯することで確認できます。 

 

 

 

＜主電源をＯＦＦにする＞ 

まず、前項＜制御盤電源 ＯＦＦ方法＞に従って、制御盤を 

シャットダウンします。 

インターフェース基板およびＣＰＵ基板上のＬＥＤがすべて消灯 

したのを確認し、主電源（ＳＷ１）をＯＦＦします。 

 

                ※主電源ＯＦＦ後も、予備電源は接続したままで構いません。 

 

                ※前項＜制御盤電源 ＯＦＦ方法＞の手順をふまずに主電源（ＳＷ１）

をＯＦＦ             をＯＦＦした場合は、ＡＣ１００Ｖから予備電源に動作を切り替え

て                て、制御盤への給電を継続します。 
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7.2 予備電源試験 
予備電源試験を行うことで、予備電源に異常がないか確認することができます。 

 

7.2.1 手動で予備電源試験を実施する方法 
 

＜試験前確認＞ 

下記の状態では正常な予備電源試験はできないので、試験を中止してください。 

・交流電源（AC100V）停止中 

・AC100V 入力用ヒューズ（F1、F2）断 

・予備電源入力用ヒューズ（F10）断 

・予備電源未接続時 

 

＜試験方法＞ 

前項「7.1 電源の ON/OFF」を参照し、主電源および制御盤電源を ON

にします。 

制御盤内部、電源基板上の予備電源試験ボタンを押し続けます。 

このとき予備電源試験灯が緑点灯し、充電中灯は消灯します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜試験結果＞ 

予備電源の異常、または充電不足の場合は外部電源異常灯が赤点灯します。 

正常であれば外部電源異常灯は消灯したままです。 

 

・正常な場合     ・異常がある場合 

 

 

 

 

 

 

 

＜試験終了＞ 

試験結果を確認後、ボタンから手を離して試験を終了します。 

このとき予備電源試験灯が消灯、充電中灯が点灯に変わり平常状態に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 警告 

 
予備電源の接続は、＋、－を絶対間違わないようにしてください。本機や予備電源の故障の原因になり

ます。 

 
予備電源は指定以外のものは絶対に使用しないでください。本機や予備電源の故障の原因になります。 

 

 

 注意 

 
２～３日間平常状態で充電していても充電不足、または容量不足の場合は電池が不良となっていること

が考えられますので取扱店へご相談ください。 

ご注意 

（推奨事項） 

・予備電源には寿命があります。５年を目途に交換してください。 

・ご使用済みのニカド電池は貴重な資源です。再利用しますので廃棄せずニカド電池リサイクル

協力店にご持参ください。 

  なお、端子または接続コードにテープなどを貼り付けて、絶縁してからご持参ください。 
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7.2.2 自動で予備電源試験を実施する方法 

 
本製品は「毎週月曜日 8:00」に自動的に予備電源試験が実施されます。 

システムの設定やディップスイッチの設定で OFF することはできませんので、ご注意ください。 

  

8 カード読み取り確認 
 

電源投入後ディップスイッチ（→Ｐ．22）にて設定したカード読み取りフォーマットが正しく設定されているか、

実際にカードを認証装置（カードリーダー）に読み取らせて確認します。 

 
カードをかざしても「ピッ」とブザーが鳴らない（無反応）場合は、カードが破損している可能性もありますの

で、他のカードで再度試してください。それでも上手くいかない場合は、認証装置（カードリーダー）側の設定

や結線、設定したフォーマットとカードの種別が合っているか、など再度ご確認ください。 

 

 

カード読み取りフォーマットを設定するには、Ｐ．22 に記載のディップスイッチによる設定方法の他に、 

フォーマットカードを認証装置（カードリーダー）にかざして設定する方法もあります。 

標準カードや IDｍを使用しないお客様指定のカードを使用する場合には、フォーマットカードによる設定 

が必要です。（詳細については、認証装置（カードリーダー）に同梱されている取扱説明書をご参照ください。） 

 

 

 

設定内容と同じフォーマットのカードを 

接続した認証装置（カードリーダー）にかざします。            
正しく設定されている場合は認証装置（カード

リーダー）のブザーが「ピッ」と鳴ります。 

 

  

ピッ

手順図（例：認証装置（カードリーダー）「NHF-CU-W」の場合）  

※ フォーマットカードを使用する場合は販売店にお問い合わせください。 

 

 

 
１ 認証装置（カードリーダー）右上の 

「警戒」ボタンを「ピーッ」とブザーが

鳴るまで約 10 秒間長押しします。 

２ フォーマットカード読取モードに 

なり電源ＬＥＤが点滅を始めます。 

フォーマットカードをかざします。 

３「ピーッ」とブザーが鳴り 

認証装置（カードリーダー）が 

再起動を始めます。 

再起動後設定が反映されます。 

  

警戒

長押し（10秒）

ピーッ

FORMAT

ピピピッ

ピーッ
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9 PC で管理する（「スタートプログラム」使用方法） 
 

本製品に添付している「スタートアップ CD」の使用方法について説明します。 

 

9.1 スタートプログラム概要 
スタートプログラムでは、以下の項目の設定が行えます。 

・ ブラウザーPC の設定 

・ 「履歴管理プログラム」のインストール 

・ PC 用卓上カードリーダーの使用/不使用設定 

・ 各種取扱説明書の参照 

 

＜id・Techno eS Plus＋  を操作できるＰＣの仕様> 

・ ＰＣ本体 

・ OS 

 

・ 解像度 

・ ブラウザー 

IBM-PC/AT 互換機 

Windows 10 Home, Pro (64bit) 

Windows 11 Home, Pro 

1366×768 以上 

Microsoft Edge(Chromium 版)、Google Chrome 

 

「スタートアップ CD」を、データ設定用に使用する PC の CD・DVD ドライブにセットすると 

以下の画面が立ち上がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒Ｐ．29 参照 

 

⇒Ｐ．30 参照  

 

⇒Ｐ．6 参照 

 

⇒Ｐ．3３参照  

 

⇒Ｐ．32 参照  

 

⇒Ｐ．31 参照  

 

⇒使用しない  

 

⇒使用しない 

 

⇒Ｐ．30 参照  
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9.2 ブラウザーを使うには 

 

9.2.1 ブラウザーの自動設定 
id・Techno eS Plus＋にブラウザーでアクセスするには、パソコンに対して各種設定の変更が必要となります。

スタートプログラムでは、この設定を自動的に行えます。 

※ 制御盤のＩＰアドレスを変更した場合も、必ずこの操作を行ってください。 

※  自動設定前に以下の操作を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 
この操作を行う場合は、「Administrator」権限（コンピューターの管理者）を持ったユーザーで Windows

にログオンしてください。また、ログイン ID は半角英数字のみを利用してください。日本語文字が含ま

れているとインストールできないことがあります。 

「ユーザーアカウント制御の無効設定」 

 

 

 

Windows 10 の場合 

[スタートメニュー]→[Windows システムツール]→[コントロールパネル]を開きます。 
[コントロールパネル(アイコン表示)]→[ユーザーアカウント]→[ユーザーアカウント制御の設定]で 

画面左のスライダーを一番下の「通知しない」に設定します。 

 

Windows 11 の場合 
[スタートメニュー]→[すべてのアプリ]→[Windows ツール]→[コントロールパネル]を開きます。 

[コントロールパネル(アイコン表示)]→[ユーザーアカウント]→[ユーザーアカウント制御の設定の設定]で 

画面左のスライダーを一番下の「通知しない」に設定します。 
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１ 「インターネットエクスプローラーの設定をする」 

ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

２ 自動設定される内容が表示されますので、内容を確認し 

引き続き自動設定を実行する場合は「同意する」 

にチェックを入れ、「設定」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  マスター制御盤のＩＰアドレス入力画面が開きます。 

ＩＰアドレス入力後、設定ボタンをクリックすると、 

自動設定が実行されます。 

 

※ 工場出荷時のマスター制御盤のＩＰアドレスは 

   “192.168.100.100”に設定されています。 

 

 

 

 

 

４    設定完了のポップアップが表示されますので、 

   [OK]ボタンをクリックして完了になります。 

注意 

 
この操作は信頼済みサイトのセキュリティレベルを変更します。このＰＣでインターネットを使用する場

合、動作に影響がある場合がありますので、ご使用にあたっては十分に注意してください。 
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9.2.2 鍵ファイルのインストール 
ブラウザーでの操作を開始するにあたり、id・Techno eS Plus＋にログインするための鍵ファイルを PC にイ

ンストールします。鍵ファイルをインストールした PC だけが、id・Techno eS Plus＋を操作することができ

ます。 

 

１ 「ＰＣに鍵ファイルをインストールする」ボタンをクリックして、鍵ファイルをインストールしてください。 

     

２ インストールに成功すると、 

 右のようなポップアップウィンドウが表示されます。 

「OK」ボタンをクリックして完了します。 

 

既にインストールされている場合は下のようなメッセージを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

鍵ファイルをインストールした PC から鍵ファイルを削除する場合 

「鍵ファイルをアンインストールする」ボタンをクリックします。 

右のようなポップアップウィンドウが表示されたら 

「OK」ボタンをクリックしてアンインストール完了です。 

 

 

 

9.2.3 サポートプログラムのインストール 
id・Techno eS Plus＋にログインするためのサポートプログラムのインストールをします。 

 

１ プログラムをインストールする PC のポート番号「29241」が使用されている場合、以下を行ってください。 

・環境変数に『WEBAPI_PORT』の名前で使用していないポート番号を値として設定する。  

スタートメニュー →［設定］→［システム］→［バージョン情報］(Windows10 の場合は[詳細情報])→［シス

テムの詳細設定］→システムのプロパティ画面の［詳細設定］タブ→［環境変数］→［システム環境変数］の

［新規］にてユーザー指定の環境変数を設定します。  

 

２ スタートアップCD内の「PRG」→「WebAPIPrg」フォルダ内の「install.bat」をダブルクリックするとインス

トールが始まりますので、画面の指示に従ってインストールを実行してください。 

 

３ インストールが成功したら右のような画面になるので、 

「閉じる」ボタンをクリックしてインストール完了してください。 

 

  その後、サポートプログラムを起動させるために 

PC の再起動をしてください。 
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9.3 履歴管理プログラムを使用するには 
制御盤から履歴データを取り込んで保存・参照したり、勤怠管理機能などを使用するには、専用アプリケーショ

ン「履歴管理プログラム」を PC にインストールする必要があります。 

また、「履歴管理プログラム」を使用する場合のネットワークやディップスイッチについては、P．19、P．22

を参照してください。 

 

１ 「履歴管理プログラムをインストールする」をクリ  

ックします。右のような画面が表示されるので画  

面の案内に沿ってインストールします。 

 

 

 

２  C ドライブの「SecmngPrg」フォルダに、「eS_History」 

という名前のフォルダが作成されます。「eS_History」フォ 

ルダ内にある「eS_History.exe」をダブルクリックすると 

プログラムが起動します。必要に応じてデスクトップなどに 

ショートカットを作成してください。 

 

 

 

 

 

 

 
履歴管理プログラムについての詳細や、使用方法などについては、「スタートプログラム」の「各種取扱説明書をみる」

の中に「履歴管理プログラム取扱説明書」が用意されていますので、そちらをご参照ください。 
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9.4 卓上カードリーダーを使えるようにする/使えなくする 
卓上カードリーダーを使えるようにすると、PC に接続した卓上カードリーダーから実際に使用するカードの内容

を読み込んで表示/入力することができます。 

 

id・Techno eS Plus＋で使用できる卓上カードリーダーは下記の製品です。 

 

SONY 株式会社製 「非接触 IC カードリーダー/ライター RC-S330/S」（PaSoRi） 

SONY 株式会社製 「非接触 IC カードリーダー/ライター RC-S380/S」（PaSoRi） 

 

＜卓上カードリーダーを使えるようにする＞ 

本機能には VC++2005 ランタイムが必要です。あらかじめ、CD ドライブ内の「\PRG\その他のコンポー

ネント\VCruntime\」フォルダに移動し、「vcredist_x86.exe」を実行してインストールしてください。 

 

１ 「卓上カードリーダーでカード登録できるようにする」を 

クリックします。 

 

 

 

 

 

２ 右のような画面が表示されますので、画面の指示  

に従ってインストールします。 

 

 

 

 

３ インストールが終了すると、C ドライブの「SecmngPrg」 

フォルダに、「eS_CardReader」という名前のフォルダが作成   

されます。「eS_CardReader」フォルダ内の「CardReader.exe」   

をダブルクリックするとプログラムが起動します。 

必要に応じてデスクトップなどにショートカットを作成してください。 

 

 

 

 

４ 卓上カードリーダー読み取り機能起動中は、デスクトップの 

右下（インジケーター）に卓上カードリーダーアイコンが表示されます。 

アイコンを右クリックすると卓上カードリーダーのメニューが 

表示されますので「設定」をクリックします。 

※メニューの一番下にある「プログラムを終了」をクリックして終了 

するとアイコンが削除され、卓上カードリーダーでの読み取りには 

再度「CardReader.exe」を実行し、再起動させる必要があります。 

特に必要な場合を除いて、「プログラムの終了」は実行せず、卓上 

カードリーダーは常に起動させたままにしておいてください。 

 

５  ログイン画面が開きます。 

  パスワードを入力し、「ログイン」ボタンをクリックします。 

※ パスワードのデフォルトは「user」になっています。 

パスワードは、ログイン後の設定画面の「パスワード変更」ボタン 

から変更してください。 

 

 

注意 

 

id・Techno eS Plus＋で PaSoRi を使用するには別途ライセンスが必要になります。ライセンスなし

で市販の PaSoRi を使用することはできません。購入に関しては販売店までお問い合わせください。 

 

この操作を行う場合は、「Administrator」権限（コンピューターの管理者）を持ったユーザーで

Windows にログオンしてください。また、ログイン ID は半角英数字のみを利用してください。日本

語文字が含まれているとインストールできないことがあります。 

 
RC-S330/S は Windows11 では使用できません。Windows11 を使用する場合は RC-S380/S

を使用ください。 
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６ 設定画面で、読み取るカード種別の情報を入力し、設定します。 

 

 

カード情報設定手順 

 

１プルダウンメニューからカード種別を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

２「設定情報」内の入力欄（テキストボックス）が有  

効になっている場合は、そこへ必要事項を入力し 

ます。（選択するカード種別により異なります。） 

 

３「フォーマット情報」の入力欄（テキストボックス） 

が有効になっている場合は、カードの読み出し桁 

位置を、読み出し桁数分入力します。 

（左図の場合は１桁目～16 桁目までの 16 桁を  

読み出します。） 

 

４「設定」ボタンをクリックして設定します。 

 

※入力内容が不明な場合は販売店へお問い合わせく 

ださい。 

 

 

 

「パスワード変更」ボタンをクリックすると、 

パスワード変更画面が開きます。 

初回ログイン時に必ずパスワードを変更し、 

次回以降は新しく設定したパスワードで 

ログインしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

＜卓上カードリーダーを使えなくする＞ 

 

１ 「卓上カードリーダーを使えなくする」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 右のような画面が表示されますので、画面の指示 

 に従って、卓上カードリーダー機能をアンインス 

トールします。 

 

※ アンインストールをする前に、すべてのブラウザー画面を閉じてください。 

 

1 

2 

3 

4 
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＜卓上カードリーダードライバーのインストール＞ 

卓上カードリーダーを使用するには、P.32 の操作の他に、PC へ卓上カードリーダーのドライバーをインストー

ルする必要があります。卓上カードリーダーを PC の USB ポートに接続し、ドライバーのインストールを行いま

す。 

 

１ 「スタートアップ CD」を CD-ROM ドライブに挿入します。CD-ROM の中にある「PRG」フォルダ配下

から利用するカードリーダーに合わせた「NFCPortWithDriver.exe」をダブルクリックして実行します。 

 

※ RC-S330/S の場合、「CardReaderPrg」フォルダ→「FeliCaPortWithDriver_330」フォルダ 

 ※ RC-S380/S の場合、「CardReaderPrg」フォルダ→「FeliCaPortWithDriver_380」フォルダ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「NFC Port Software セットアップ」画面が立ち上がります。画面の指示に従い、そのまま「次へ」をク

リックしていきます。最後に「完了」をクリックしてインストール画面を閉じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３  インストールが完了すると、利用者登録画面などに「カードを参照する」ボタンが 

表示されるようになります。 

 

  ＜↓ ユーザー用画面 「利用者を設定する」→「利用者を登録する」＞ 
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４  「カード参照」をクリックすると、以下のような画面が表示されますので、卓上カードリーダーに読み 

出しを行いたいカードを載せて「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

※ この画面が表示されている間は、カードリーダーを PC の USB コネクタから外さないでください。 

外した場合、PC の再起動が必要になることがあります。 

 

５  卓上カードリーダーで読み出されたカード情報が画面入力欄へ反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ この機能にはクリップボードを使用しているため、カード情報が正常に読み出されなかった場合は、直前に 

クリップボードに保存された内容が代わりに表示されます。正常に読み出しができない場合は、 

カードの置き方確認し、３の操作からやり直してください。 
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10 データ取り込み方法について 
10.1 概要 
制御盤に各種データ（カード利用者データやスケジュール、各接続機器の設定内容など）を取り込むには以下の

操作を行います。 

 

ブラウザーから制御盤に直接アクセスして設定する 

・ ネットワークに接続されていて鍵ファイルがインストールされたＰＣ（→Ｐ.30 参照）を使用します。 

・ 制御盤や接続機器の状態を確認しながら、機器制御やデータ設定が行えます。 

・ 制御盤が遠隔地や鍵のかかった場所に設置されていても操作ができます。          

10.2 ＰＣのネットワーク設定を行う 
ブラウザーを使用して初期設定を行うには、「施工用画面」から操作します。 
ここではブラウザーを使用してデータを設定する方法を記載します。 
 

＜事前にブラウザーを使用するＰＣを準備します＞ 

・ ブラウザーで接続するＰＣで、「スタートプログラム」の「インターネットエクスプローラーの設定をする」
と「鍵ファイルをインストールする」を実行しておいてください。（Ｐ．30 参照） 

・ id.Tecno eS をＬＡＮで接続するには「ネットワークの設定」が必要です。 
（お客様の社内ネットワークで既に固定ＩＰアドレスが設定されている場合は不要です。） 

  

  
１ 「コントロールパネル」から 

  “ネットワークとインターネット”の 

「ネットワークの状態とタスクの表示」 

をクリックします。 
 
 
 
 
 

２ 「ネットワークと共有センター」画面がひらきます。「イーサネット」をクリックすると、 

「イーサネットの状態」画面がひらきます。左下の「プロパティ」をクリックします。 
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３ 「インターネットプロトコルバージョン 4（ＴＣＰ/ＩＰｖ4）」の「プロパティ」を開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 以下のように入力します。（設定例） 

 

ＩＰアドレス     ： 192.168.100.1 

(ここでは id・Techno eS Plus＋の工場出荷時のＩＰアドレスに合わせて設定していますが、ＩＰアドレスを変

更している場合には、先頭の「192.168.100」は、id･Techno eS Plus＋と同一の値にします。最後の「1」は、

他の機器と重ならない値を設定してください。) 
 

サブネットマスク ： 255.255.255.0 
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10.3 施工用画面にログイン 
※ 本製品はｈｔｔｐｓで接続することはできません。 

 

１ Microsoft Edg または GoogleChrome を起動し、 

アドレスバーに半角英数文字「idtechnoes」 

を入力してエンターキーを押します。 

id･Techno eS に接続できた場合は、 

ログイン画面に切り替わります。 

 

※P.28～のブラウザーの設定以降に、 

マスター制御盤の IP アドレスを変更した際は、 

スタートプログラムの設定を再度行ってください。 

 

ユーザーにてポート番号を設定した場合は、 

アドレスを入力する際、 

ポート番号を入力してください。 

 
 

２ ログイン画面で、「管理者名」の部分に「admin」と、 

「パスワード」の部分にパスワードを入力して 

「ログインする」ボタンをクリックします。 

認証に成功すれば、トップ画面に切替わります。 

（パスワードのデフォルトは「admin」になっています。 

パスワードは、ログイン後の施工用メイン画面右上の 

ボタンから変更してください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ログイン認証に失敗した場合は、 

「ログインに失敗しました」と表示されます。 

「戻る」ボタンでログイン画面に戻り、 

再度やりなおしてください。 

 

 

 

 

 

３ 初回ログイン時は、ポップアップがブロックされた旨の表示が 

 アドレスバーにされますので、アイコンの部分をクリックし、 

「ポップアップとリダイレクトを常に許可」をクリックし選択して 

「完了」ボタンをクリックしてください。 

次に更新ボタンもしくは F5 ボタンをクリックすることで 

トップ画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

※ 画面の縦解像度が 768 ドットの場合、画面に表示されるボタンが見切れる場合があります。 

その場合は、［設定］―［個人用設定］―［タスクバー］を開き、[デスクトップモードでタスクバーを 

自動的に隠す]を ON にしてください。 
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10.4 施工用画面説明書 
ここでは、ブラウザーを使用してデータを設定する方法を記載します。 

 

ログイン後、下の「施工用画面メインメニュー」が表示されます。 

10.4.1 施工用画面メインメニュー 
 

 

 

１ → 
 
 
 
 

２ → 
 
 
 
 
 

３ → 
 
 
 
 

４ → 
 
 
 
 

５ → 
 
 
 

６ → 

＜設定手順＞ 

１： 工場出荷時（初期設定）のパスワードを変更 

   ↓ 

２： 制御盤の接続設定（スレーブ制御盤の接続や、制御盤ＩＰアドレスの変更をする場合） 

    ↓ 

３： 日時設定（制御盤の日付、時刻の調整） 

    ↓ 

４： 制御盤のプログラムの更新（現在使用中のバージョンが最新版でない場合） 

    ↓ 

５： データ設定（機器の接続やシステム情報などの設定） 

    ↓ 

６： 試験調整用画面（接続機器の状態表示、動作確認など） 

→試験調整用画面については P.5１で説明します 
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10.4.2 パスワード変更画面 
不正なログインを防ぐため、初回ログイン時に、施工用画面のログインパスワードを工場出荷時状態（admin）

からオリジナルのパスワードへ変更してください。 

 

＜パスワード変更手順＞ 

 

１ 施工用画面メインメニューから、「パスワード変 

更画面」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

２ 右のパスワード変更画面がひらきます。 

  「パスワード」欄に新しいパスワードを入力します。 

半角の英数字が入力可能です。 

 

 

３ 確認のため、新しいパスワードを「パスワード再入力」 

欄に再入力します。「パスワード」欄に入力したものと 

１文字でも異なると設定できません。 

 

 

４ 設定ボタンをクリックして設定します。 

 

 

５ パスワードを設定したら、施工用メイン画面を閉じて 

新しいパスワードでログインしなおしてください。 

 

※ 施工用管理者名を変更することはできません。 

 

 

 

 

 注意 

 
パスワードは必ず変更してください。 

 
パスワードは、半角にて英大文字、英小文字、数字を各 1 文字以上含む、最小 8 文字、最大 16 文字

で構成してください。 

１ 

２ 

３ 

４ 
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10.4.3 制御盤の接続設定画面 
スレーブ制御盤の接続や、制御盤ＩＰアドレスの変更をする場合に使用します。 

施工用画面メインメニューから「制御盤の接続設定」ボタンをクリックすると表示されます。 

 

 

アドレススイッチ[ＲＳＷ１]を  

[１]に設定した制御盤  →  

マスター制御盤  

（制御盤番号 001） 

                    [２]に設定した制御盤  →  

スレーブ制御盤１ 

（制御盤番号.002） 

                        [3]に設定した制御盤  →  

               スレーブ制御盤２ 

               （制御盤番号.003） 

                       [4]に設定した制御盤  →  

スレーブ制御盤３ 

（制御盤番号.004） 

(→IP アドレスはＰ.19 参照) 

 

 

① マスター制御盤名称： マスター制御盤の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、すべ

ての全角文字、半角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

② マスター制御盤ＩＰアドレス：※ マスター制御盤のＩＰアドレスは常にここで変更します。  

工場出荷時のＩＰアドレス（192.168.100.100）を変更する場合、新しいＩＰ 

アドレスを入力し接続しなおしてください。 

③ マスター制御盤サブネットマスク： 工場出荷時のサブネットマスク（255.255.255.000）を変更する場

合、新しいサブネットマスクを入力し接続しなおしてください。  

④ マスター制御盤デフォルトゲートウェイ： 工場出荷時のデフォルトゲートウェイ（192.168.100.254）

を変更する場合、新しいデフォルトゲートウェイを入力し接続しなおしてください。 

 

⑤ スレーブ制御盤１： スレーブ制御盤１の接続設定を行います。 

「使用有無」    … スレーブ制御盤１を使用する場合はチェックを入れ、使用しない場合はチェックを 

外します。 

「ＩＰアドレス」  … スレーブ制御盤１のＩＰアドレスを入力し、設定ボタンをクリックします。 

      スレーブ制御盤 1 のデフォルトは「192.168.100.101」になっています。 

⑥ スレーブ制御盤２： スレーブ制御盤２の接続設定を行います。 

「使用有無」    … スレーブ制御盤２を使用する場合はチェックを入れ、使用しない場合はチェックを 

外します。 

「ＩＰアドレス」  … スレーブ制御盤２のＩＰアドレスを入力し、設定ボタンをクリックします。 

スレーブ制御盤 2 のデフォルトは「192.168.100.102」になっています。 

⑦ スレーブ制御盤３： スレーブ制御盤３の接続設定を行います。 

「使用有無」    … スレーブ制御盤３を使用する場合はチェックを入れ、使用しない場合はチェックを 

外します。 

「ＩＰアドレス」  … スレーブ制御盤３のＩＰアドレスを入力し、設定ボタンをクリックします。 

     スレーブ制御盤 3 のデフォルトは「192.168.100.103」になっています。 

⑧ スレーブ制御盤の詳細データ設定：  

⑤～⑦でスレーブ制御盤を使用する設定にし、⑨「接続状態」でマスター制御盤との 

状態が「接続」になっているのを確認してから詳細を設定します。 

「名称」      … 各スレーブ制御盤の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、すべ 

ての全角文字、半角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

「ＩＰアドレス」  … ※ 接続後のスレーブ制御盤のＩＰアドレスはここで変更します。  

各スレーブ制御盤の現在のＩＰアドレスが表示されます。変更する場合は新しいＩＰ

アドレスを入力してください。 

「サブネットマスク」    … 変更する場合は新しいサブネットマスクを入力してください。 

「デフォルトゲートウェイ」 … 変更する場合は新しいデフォルトゲートウェイを入力してください。 

⑨ 接続状態：     画面を開いた時点でのスレーブ制御盤の接続状況が表示されます。設定の変更を行っ 

た場合は、再度画面を開きなおして、表示を更新してください。 

「未設定」   … 接続設定されていません。 

「障害」    … 接続設定に失敗しています。 

「接続」    … 正常に接続されています。 

２ 

３ 

１ 

８ 

４ 

５ 6 7 

9 
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10.4.4 日時設定画面 
日時設定画面で、制御盤の日時設定を変更します。 

施工用画面メインメニューから、「日時設定をする」ボタンをクリックすると画面が表示されます。 

 

 ※ 日時設定の方法は２通りあります。 

 

 
Ａ： 手動で設定する 

右図①「現在時刻の取得」ボタンをクリックします。 
 
  ↓ 
 
上のテキストボックスに、制御盤の現在の日時 

が表示されます。 

変更する場合は新しい時刻を直接入力し、右図② 

「日時設定」ボタンをクリックして設定します。 

 

 

Ｂ： ＰＣの日時に合わせる 

右図③「ＰＣ時刻の取得」ボタンをクリックします。 
 
  ↓ 
 
上部ウィンドウにＰＣの現在の日時が表示されます。 

（編集はできません）。 

右図④「ＰＣの時刻に合わせる」ボタンをクリックして、 

制御盤の日時をＰＣの日時と合わせます。 

 

 

 

 

 

 

 

 注意 

 
日時を過去に戻すと、利用者の在室場所の判定などが正確にならない場合がありますので、注意してく

ださい。 

 
制御盤の電源が切れても 3 日間程度は時計が動いていますが、メンテナンスなどで停電があった場合は

時計の再設定してください。 

１ ２ 

３ ４ 
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10.4.5 制御盤のプログラムバージョン確認画面 
現在使用している制御盤のプログラムのバージョンを確認します。 

データ設定を行う前に定期的に確認し、使用中のバージョンが古くなっている場合は最新のプログラムに更新し

てからデータ設定を行ってください。 

 
１ 現在の制御盤のプログラムバージョンを確認する 

まず、施工用画面メインメニューの 

「制御盤のプログラムバージョン確認画面を開く」 

ボタンをクリックして、 

制御盤プログラムバージョン確認画面を開きます。 

現在お使いの制御盤のプログラムバージョン 

が表示されています。（正常接続中の制御盤のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ プログラムを更新する 

プログラムの更新ファイルを、制御盤に 

アップロードします。 

まず、アップロードするファイルを選択します。 

  ファイル選択の「ファイルを選択」ボタンを 

クリックすると、ファイル選択画面から選択入力 

できます。 

  「アップロードする」ボタンをクリック 

  すると、選択したファイルが制御盤にアップ 

  ロードされます。アップロード完了後 

  制御盤が再起動しますので、 

再起動後に再度②のバージョン確認を行い、 

プログラムが更新されたことを確認してください。 

 

※ プログラムの更新ファイルにつきましては、販売店様経由にて弊社影響窓口にご相談ください。 

 

1 

2 

3 
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データ設定画面 

施工用画面メインメニューから「データ設定をする」ボタンをクリックすると表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜データ設定画面操作方法＞ 

 

１ 画面左側のメニューから 確認したい項目を選択（クリック）します。 

 

２ 画面右側に、選択した項目のマスター制御盤（制御盤番号１）のページが表示されます。 

スレーブ制御盤のページを閲覧する場合は、該当する制御盤番号をクリックして表示させます。 

（スレーブ１→制御盤番号２ スレーブ２→制御盤番号３ スレーブ３→制御盤番号４） 

  ※ 接続されていない制御盤番号は表示されません。 

  また、 

・移動リストボックスが表示されるデバイスについては、デバイス番号をリストから選択して移動ボ 

タンをクリックすることで対象のデバイスのページに移動します。 

   ・<<前へ・次へ>>が表示されるデバイスについては、クリックすることで前のデバイスまたは次のデバイス

を表示します。 

 

３ 各機器単位でデータを入力し、それぞれの設定ボタンをクリックしデータ登録してください。 

※複数の機器を同時に設定することはできません。 

メニュー ページ                  データ入力箇所（ブロックｘ機器数） １ 2

5 
3 
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10.4.6 電気錠情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号  ： 使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ページへ移動す 

ることができます。（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 使用有無    :  使用設定の電気錠にチェックが入っています。 

新たに使用するときはチェックを忘れずに入れてください。 

チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

③ 電気錠名称  ： 電気錠の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で、すべての全角文字、半

角の英数字と、一部の記号（ｶｯｺ、ﾊｲﾌﾝ、ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 

④ 電気錠タイプ： 各電気錠の種別を選択します。 

 

⑤ 一時解錠時間： カード操作などにより、一時解錠した後、扉開閉がなかった場合に施錠するまでの時間を 

0～60（秒）を 1 秒単位で設定します。「0」を設定した場合は電気錠が一時解錠しません。 

 

⑥ ２名照合    ： ２名照合の機能有無、および機能を選択します。 

 

「２名照合」     … 解錠には常に２名の操作が必要なモードです。 

「２名照合カウント」… 部屋内の人数合計が２名以上になる場合は１名でも入室可能なモードです。 

 

⑦ 火災解錠    ： 火災発生時に解錠するか否かの設定です。 

 

「する」            …  火災発生時に電気錠を解錠します。 

避難通路や防火区画になっているところなどは「する」に設定してください。 

「しない」          …  火災が発生しても電気錠を解錠しません。 

 

⑧ 開放放置時間：  扉開から開放放置エラーになるまでの時間を設定します。 

0～600（秒）を 1 秒単位で設定します。 

「0」を設定した場合は開放放置エラーが発生しません。 

 

⑨ 設定ボタン  ：  設定した電気錠情報を反映します。 

 

７ 

８ 

１ 

２ ３ 

４ ５ 

６ 

９ 
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10.4.7 認証装置（カードリーダー）情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  制御盤番号：   使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ペー          

ジへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 使用有無    ：  使用設定の認証装置（カードリーダー）にチェックが入っています。新たに使用するとき

はチェックを忘れずに入れてください。チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

③ 認証装置（カードリーダー）名称： 認証装置（カードリーダー）の名称を設定します。最大全角 20 文字

（半角 40 文字）で､すべての全角文字、半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が

入力可能です。 

 

④ 運用モード     ： 各認証装置（カードリーダー）の認証方法を選択します。 

 

「ＩＤ照合」   … カードのみで通行します。テンキーのない認証装置（カードリーダー）や一般的な生体

認証装置はこの認証しか行えません。 

「暗証番号」   … テンキーに入力する暗証番号で認証します。テンキー付認証装置（カードリーダー）で

この認証が行えます。 

「ＩＤ＋暗証番号」… カードとテンキーによる暗証番号の両方で認証します。両方が一致しないと有効と判断 

しません。テンキー付認証装置（カードリーダー）でのみこの認証が行えます。 

 

⑤ アンチパスバック：  認証装置（カードリーダー）が扉の両側に付いている場合、入→出→入のように正し 

い順番で入退室操作しないとエラーが発生するように設定できます。 

 

「入室側（警告のみ）」 … 部屋の内側にいるべき人が使用すると履歴に警告メッセージが残ります。 

「入室側（解錠拒否）」 … 部屋の内側にいるべき人が使用すると電気錠を解錠することができません。 

「退室側（警告のみ）」 … 部屋の外側にいるべき人が使用すると履歴に警告メッセージが残ります。 

「退室側（解錠拒否）」 … 部屋の外側にいるべき人が使用すると電気錠を解錠することができません。 

 

（アンチパスバック制限をするには、認証装置（カードリーダー）側での設定の他に、カードごとのアンチパス

バック設定が必要です。（利用者データ登録時）「アンチパスバックなし」設定のカードは、ここでの認証装置（カ

ードリーダー）の設定に関係なく、常にアンチパスバックエラーを起こさず通行可能です。） 

 

⑥ フォーマット選択：  認証装置（カードリーダー）ごとに、読み取りフォーマットを選択できます。 

 

⑦ 出退勤の管理    ： 認証操作時に「出勤」または「退勤」の履歴が残るように設定できます。 

       （デフォルトでは「使用しない」になっています。） 

 

⑧ 設定ボタン      ：  設定した認証装置（カードリーダー）情報を反映します。 

７ ８ 

１ 

２ ３ 

４ ５ 
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10.4.8 警備ブロック情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 ：使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ペー 

ジへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 警備ブロックリスト  ：警備ブロックを選択して移動ボタンをクリックすると、対象のページへ移動します。 

 

③ 前へ・次へ ：クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 

 

④ 使用有無  ：使用設定の警備ブロックにチェックが入っています。新たに使用するときはチェッ 

クを忘れずに入れてください。チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

⑤ 警備ブロック名称 ：警備ブロックの名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべて 

        の全角文字、半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 

⑥ 入退館タイマー ：警戒開始操作を行ってから、実際に警戒が開始されるまでの時間（退館タイマ）と、 

警戒中、侵入者を検知してから実際に発報するまでの時間（入館タイマ）を設定し 

ます。2 つのタイマーは共通であり、0～600（秒）を 1 秒単位で設定します。 

使用有無は入力情報設定画面で行います。 

 

⑦ 解錠時警戒の設定 ：ブロック内の電気錠に解錠しているものがあれば警戒を許可しない設定です。 

許可 ・・・解錠されている電気錠があっても警戒を開始します。 

不許可・・・解錠されている電気錠があれば警戒開始エラーとします。 

 

⑧ センサー監視時間   ：未警戒中に一定時間防犯センサーが無反応だった場合、監視異常を発生させる時間 

の設定です。0～６０（分）を 1 分単位で設定します。 

「0」を設定した場合、センサー監視異常は発生しません。 

使用有無は入力情報設定画面で行います。 

 

⑨ 設定ボタン       ：設定した警備ブロック情報を反映します。 

 

７ 

８ 

１ 
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10.4.9 入力情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号        ： 使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ペ 

ージへ移動することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 入力リスト  ：入力を選択して移動ボタンをクリックすると、対象のページへ移動します。 

 

③ 前へ・次へ ：クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 

 

④ 使用有無         ：  使用設定の入力にチェックが入っています。新たに使用するときはチェックを忘れ 

ずに入れてください。チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

⑤ 入力名称         ：  入力の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、 

半角の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 

⑥ 種別           ：  防犯回線、24Ｈセンサー、汎用入力から種別を選択します。 

 

「防犯回線」      …  所属する警備ブロックが警戒になったとき、ＯＮすると発報イベントが発生します。 

「２４Ｈセンサー」  …  所属する警備ブロックの状態によらず、ＯＮすると発報イベントが発生します。 

「汎用入力」     …  発報イベントが発生しないため、電気錠の解錠ボタンなど汎用的な用途に使用でき

ます。 

 

⑦ 監視条件          ： 入力のＯＮ判定の接点種別を選択します。 

 

 「a 接点」        …  メイク（閉）でＯＮと判断 

 「b 接点」       …  ブレーク（開）でＯＮと判断  

 

⑧ 入退館タイマー    ： 入退館タイマー設定時、タイマーを有効にするかどうかを入力ごとに設定できます。 

時間の設定は警備ブロック情報設定画面で行います。 

 

⑨ ループ開保持時間  ：  ループ開状態を保持する時間を 0～600（100 ﾐﾘ秒）を 100 ﾐﾘ秒単位で設定し 

ます。 

   例）時間を「1秒」にしたいとき 
      1（秒）＝1000（1 ﾐﾘ秒）＝10（100 ﾐﾘ秒）⇒よって「10」に設定 

 

⑩ センサー感知時間   ： ループ開 → センサー感知までの時間を 0～600（100 ﾐﾘ秒）間で設定します。 

 

⑪ センサー点検時間   ： 警備ブロックの警戒状態に関わらず、長時間センサーに変化がないとき、異常と判

断してセンサー点検異常を発生させる期間の設定です。 

期間 0～12(ヶ月) を 1 月単位で設定します。 

「0」を設定した場合、センサー点検異常は発生しません。 

 

⑫ センサー監視機能有無：  センサー監視機能を使用するかどうかを設定します。時間の設定は警備ブロック 

     情報設定画面で行います。 

 

⑬ 設定ボタン        ：  設定した入力情報を反映します。 

 

１ 

３ 

４ ５ 

６ ７ ８ 

９ 10 

11 12 13 

２ 
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10.4.10  出力情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号 ： 使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ページへ移動す

ることができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 出力リスト ： 出力を選択して移動ボタンをクリックすると、対象のページへ移動します。 

 

③ 前へ・次へ ： クリックすると前のページまたは次のページへ移動します。 

 

④ 使用有無   ：  使用設定の出力にチェックが入っています。新たに使用するときはチェックを忘れずに入れ

てください。チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

⑤ 出力名称   ：  出力の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、半角

の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 

⑥ 出力種別   ：  出力の種別を選択します。 

 

 「レベル」   …   ＯＮしたらＯＦＦ制御が実行されるまでＯＮ状態を保持します。 

 「パルス」   …   ＯＮした後、出力時間が経過すると自動的にＯＦＦします。 

「トグル」   …   ＯＮ制御でＯＮとＯＦＦを反転させます。 

 

⑦ 出力時間   ： 種別がパルスの場合のＯＮ時間を設定します。0～600（秒）を 1 秒単位で設定します。 

 

⑧ 設定ボタン ：  設定した出力情報を反映します。 

  
10.4.11 部屋情報設定画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号  ：  使用中の制御盤の番号が表示されています。クリックすると各制御盤の設定ページへ移動

することができます。 

（設定されていない制御盤、通信障害の制御盤は表示されません。） 

 

② 使用有無    ：  使用設定の部屋にチェックが入っています。新たに使用するときはチェックを忘れずに入

れてください。チェックを外して設定すると未使用設定になります。 

 

③ 部屋名称    ：  部屋の名称を設定します。最大全角 20 文字（半角 40 文字）で､すべての全角文字、半角

の英数字と､一部の記号（ｶｯｺ､ﾊｲﾌﾝ､ｽﾍﾟｰｽ）が入力可能です。 

 

④ 滞在期限時刻：  この時刻になったとき部屋に人がいると滞在時刻オーバーの警報が発生します。  

 

⑤ 滞在可能時間：   入室後、この時間以上滞在した人がいると滞在時間オーバーの警報が発生します。 

0～600（分）を 1 分単位で設定します。 

 

⑥ 設定ボタン  ：  設定した部屋情報を反映します。 

 

１ 

６ 

４ ５ 

７ ８ 
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２ 

１ 
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10.4.12 システム情報設定画面  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① カード桁数     … 各項目におけるカード読み出し桁数を指定します。 

 

「会社コード」      … 会社コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

「事業所コード」    … 事業所コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

「部署コード」      … 部署コードの桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

「利用者番号」      … 利用者番号の桁数を指定します。（1～16） 

「発行回数」        … 発行回数の桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～2） 

「暗証番号」        … 暗証番号の桁数を指定します。使用しない場合は 0 を入力します。（0～6） 

 

② カード桁位置     … フォーマットごとに、各項目におけるカード読み出し桁位置を指定します。 

 

③ 曜日設定         … 基本の週間スケジュールを設定します。曜日ごとに日種別を選択し、設定します。 

 

④ アンチパスバック強制クリア時刻 …指定した時刻に全利用者のアンチパスバック状態をクリアし、 

アンチパスバックエラーが発生しないようにします。 

 

⑤ 強制施錠時刻       … 指定した時刻に電気錠を強制的に施錠します。 

 

⑥ 電気錠制御テーブル …  各電気錠種別別に「有効→入退室自動変換」設定（扉開閉がなくても、 

有効カードをかざしたことで入退室と判定する設定）の使用有無を選択します。 

 

 「なし」 ←出荷時設定（自動ドア以外）   … 有効カード操作後の扉開で入退室と判定 

 「あり」                     … 有効カード操作で即座に入退室と判定 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 
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11 動作確認 
制御盤のＣＦカードに取り込んだデータの内容が有効になっているか、実際に試験してみます。 

11.1 試験調整用画面 
ブラウザーの施工用メインメニュー（Ｐ．39 参照）から試験調整用画面を開くと、使用設定にした各機器の状態

確認と、制御が行えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 画面左側のメニューから 項目を選択（クリック）します。 

 

２ 画面右側に、選択した項目のマスター制御盤（制御盤番号１）のページが表示されます。 

スレーブ制御盤のページをみる場合は、該当する制御盤番号をクリックして表示させます。 

（スレーブ１→制御盤番号２ スレーブ２→制御盤番号３ スレーブ３→制御盤番号４） 

 また、移動リストボックスが表示されるデバイスについては、デバイス番号をリストから選択して移動ボタ    

ンをクリックすることで対象のデバイスのページに移動します。 

※設定されていない制御盤、通信障害の制御盤の番号は表示されません。 

※ＡＮＤユニット状態、ＯＲユニット状態の画面は、１つの制御盤あたり複数のページが存在します。 

 

３ 「更新」ボタンをクリックすると、画面表示が最新の状態に更新されます。 

 

４ 電気錠 / 認証装置（カードリーダー） / 警備ブロック / 入力 / 出力 の各画面については、使

用設定になっている機器のみ表示されるようになっています。 

  また、<<前へ・次へ>>が表示されるデバイスについては、クリックすることで前のデバイスまたは次のデバイ

スを表示します。 

各種制御ボタンをクリックし、機器の制御を行います。状態の表示が変わるのを確認します。 

 

５ 「履歴をみる」ボタンをクリックして履歴を確認します。制御した内容の履歴が残っていることを確認してく

ださい。 

 

６ 「再起動・SRAM クリア」ボタンは、制御盤の再起動など、メンテナンス用の画面を開きます。 
制御ができなかったりエラーになる場合は、データ設定内容や結線を再度確かめてください。 

ご不明な点は担当者までお問い合わせください。  

 

 

 

 

 

 

 

＜試験調整用画面操作方法＞ 

確認・引き渡し             

２ 

４ 
１ 

３ 

５ 

６ 
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11.1.1 電気錠画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号     ：  電気錠番号が表示されます。未使用設定の電気錠は表示されません。 

 

② 電気錠名称：  データ設定画面で設定した電気錠名称が表示されます。 

 

③ 状態＜鍵＞：  施解錠状態が表示されます。 

 

④ 状態＜扉＞：  扉の開閉状態が表示されます。 

 

⑤ こじ開け  ：  施錠中に扉が無理に開けられるとこじ開けエラーが発生します。 

                復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑥ 開放放置  ：  扉を開けてから、データ設定画面で設定した「開放放置時間」（Ｐ．45）が経過する 

と開放放置エラーが発生します。復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑦ 施錠エラー： 施錠に失敗すると（扉開状態など）、施錠エラーが発生します。 

         復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑧ 解錠エラー： 解錠に失敗すると、解錠エラーが発生します。 

復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑨ 制御      ：  各ボタンをクリックし、施解錠制御を行います。 

 

「一時解錠」 …   電気錠を一時解錠します。データ設定画面で設定した「一時解錠時間」(Ｐ．45)が経過 

すると自動的に施錠されます。 

「連続解錠」 …  電気錠を解錠し、解錠状態を維持します。 

連続解錠中に扉開閉があっても施錠されません。 

「施錠」   …   電気錠を施錠します。 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

２ 

３ ４ 

５ ６ ７ ８ ９ 
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11.1.2 認証装置（カードリーダー）画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号       ： 認証装置（カードリーダー）番号が表示されます。未使用設定の認証装置（カードリーダー） 

は表示されません。 

 

② 認証装置（カードリーダー）名称： 

データ設定画面で設定した認証装置（カードリーダー）名称が表示されます。 

 

③ 伝送障害    ： 制御盤と認証装置（カードリーダー）間の通信状態に異常があると伝送障害が発生します。 

認証装置（カードリーダー）が正しく接続されると復旧します。（「更新」ボタンをクリック

し確認） 

 

④ タンパー    ： 使用中の認証装置（カードリーダー）のカバーがこじ開けられるとタンパー異常が発生しま 

す。認証装置（カードリーダー）のカバーをしっかり閉めると復旧します。 

（「更新」ボタンをクリックし確認） 

 

⑤ マスク状態  ： 認証装置（カードリーダー）の使用可否状態を表示します。 

「マスク中」の場合は使用禁止設定になっています。 

 

⑥ マスク制御  ： 認証装置（カードリーダー）の使用可否の制御を行います。 

 

「設定」  …    認証装置（カードリーダー）にマスク状態（使用禁止状態）にします。 

「解除」  …    認証装置（カードリーダー）のマスク状態を解除します。 

 

⑦ 認証レベル  ： 設定されている認証レベルを表示します。 

 

⑧ レベル切替え： 組織コードのみで認証を行う共通認証モードを使用する場合のデフォルト値を選択します。 

共通認証を使用しない場合は個人認証を選択してください。 

 

「個人認証」     … 登録されたすべてのコードで認証を行います。 

「共通認証レベル 1」 … 会社コードで認証を行います。 

「共通認証レベル２」 … 会社コード＋事業所コードで認証を行います。 

「共通認証レベル３」 … 会社コード＋事業所コード＋部署コードで認証を行います。 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
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11.1.3 警備ブロック画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号           ：  警備ブロック番号が表示されます。未使用設定の警備ブロックは表示されません。 

 

② 警備ブロック名称：  データ設定画面で設定した警備ブロック名称が表示されます。 

 

③ 警戒状態        ：  現在の警備ブロックの警戒状態が表示されます。 

 

④ ループ          ：  ループが「異常」の場合は、防犯センサーが異常を検知している状態であり、 

警戒が開始できません。 

 

⑤ 警報            ：  警報発生の有無を表示します。 

 

⑥ 制御切替        ： 「警戒開始」、「警戒解除」、「巡回開始」、「巡回終了」の制御を行います。 

                制御内容を選択し、変更ボタンをクリックして実行します。 

 

⑦ 警戒開始エラー  ：  ループ異常（戸締り異常）状態で強制的に警戒が開始できなかった場合に、警戒開始

エラーが発生します。復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑧ 不良退館        ： 退館タイマー（Ｐ．47）起動中にセンサーがループ異常（戸締り異常）を検知した場

合、ループ異常（戸締り異常）状態で強制的に警戒開始した場合、不良退館エラーが

発生します。復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

 

 

 

 

１ ２ ３ 
４ ５ ６ ７ ８ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
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11.1.4 入力画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号    : 入力番号が表示されます。未使用設定の入力は表示されません。 

 

② 入力名称   : データ設定画面で設定した入力名称が表示されます。 

 

③ 入力状態   : 入力がＯＮ状態になると「異常」が表示されます。 

 

④ シャント設定切替 : シャントＯＮ/ＯＦＦの状態表示と、ＯＮ/ＯＦＦ切替制御を行います。 

シャントをＯＮに設定すると、防犯センサー、汎用入力の変化を無視します。 

「設定」をクリックするとシャントＯＮ、 

「解除」をクリックするとシャントＯＦＦになります。 

 

⑤ 監視異常        ： 未警戒中に一定時間防犯センサーが無反応だった場合監視異常が発生します。 

センサー監視機能有無は、データ設定画面の入力情報設定画面（Ｐ．48）で、監視異

常発生までの時間は、警備ブロック情報設定画面の「センサー監視時間」（Ｐ．47）で

設定します。復旧ボタンをクリックすると復旧します。 

 

⑥ 点検異常        ： 警戒状態に関わらず、一定期間防犯センサーなどの防犯機器に変化がないときに点検異

常が発生します。センサー点検機能有無と、異常と判定するまでの期間は、データ設定

画面の「センサー点検時間」（Ｐ．48）で設定します。 

 

 

 

 

 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 
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11.1.5 出力画面 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号         ：  出力番号が表示されます。未使用設定の出力は表示されません。 

 

② 出力名称       ：  データ設定画面で設定した出力名称が表示されます。 

 

③ 出力状態        ： 出力のＯＮ/ＯＦＦ状態が表示されます。 

 

④ ＯＮ/ＯＦＦ制御 ： ボタンをクリックし、出力のＯＮ/ＯＦＦを制御します。 

 

 

 

11.1.6 盤間連動ｽﾃｰﾀｽ＜連動元＞  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号          ：  盤間連動スイッチは連動先の制御盤ごとに表示が分かれており、それぞれに 128 個ず

つスイッチが用意されています。 

 

② 状態          ：  スイッチごとのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。 

 

③ 制御          ：  ボタンをクリックし、スイッチのＯＮ/ＯＦＦを制御します。 

 

 

 

11.1.7 盤間連動ｽﾃｰﾀｽ＜連動先＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号         ：  他の制御盤からの連動先となる場合の 128 個のスイッチが用意されています。 

 

② 状態         ：  スイッチごとのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。 

１ ２ ３ ４ 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ 

２ 

３ 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ 

２ 
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11.1.8 ＡＮＤユニット状態 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号（ユニット番号）： １６ユニット（1 制御盤あたり）を４ページに分けて表示します。( )内の  

数字がユニット番号を表しています。 

 

② ユニット                ： ＡＮＤユニット番号です。 

 

③ ＯＮ/ＯＦＦ             ： ＡＮＤユニットのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。 

 

④ ビット                  ： 1 ユニットあたり 16 ビットあります。 

 

⑤ 状態                    ： ビットごとのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。使用しないビットは「未使用」  

が表示されます。 

 

⑥ 制御                    ： ビットごとにＯＮ/ＯＦＦの制御を行います。使用中のビットがすべてＯＮに  

なると、そのユニットがＯＮ状態になります。 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ 

４ ５ ６ ２ ３ 
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11.1.9 ＯＲユニット状態 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 制御盤番号（ﾕﾆｯﾄ番号）： １６ユニット（１制御盤あたり）を 2 ページに分けて表示します。( )内  

の数字がユニット番号を表しています。 

 

② ユニット        ： ＯＲユニット番号です。 

 

③ ＯＮ/ＯＦＦ          ： ＯＲユニットのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。 

 

④ ビット               ： 1 ユニットあたり 16 ビットあります。 

 

⑤ 状態                 ： ビットごとのＯＮ/ＯＦＦ状態を表示します。 

 

⑥ 制御                 ： ビットごとにＯＮ/ＯＦＦの制御を行います。どれか一個でもビットがＯＮになれ 

ばユニットがＯＮ状態になります。 

 

  
11.1.10  タイマー 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 番号        ：   １制御盤につき１６個までタイマーを設定することができます。 

 

② 制御        ：   ボタンをクリックし、タイマーの起動/クリアを制御します。 

 

 

 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 

１ 

最新の状態を表示するには「更新」をクリックしてください。 
    

  

１ ２ 

４ ５ ６ ３ ２ 
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11.1.11 履歴画面 
  履歴画面を開くには、試験調整用画面メニューの「履歴をみる」ボタンをクリックします。 

     「履歴をみる」画面が別画面で開き、最新の履歴 100 件までが表示されます。 

発生した履歴に対して、発生日時/場所（機器名称）/状況（発生イベント）などを表示します。

動作確認を行う際は、必ず制御内容や状態の変化が履歴として出力されているか確認してくださ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 更新する       ：     最新の履歴を取得するためにはこのボタンをクリックします。 

 

② ＣＳＶ出力      ：     表示している全履歴を、ＣＳＶ形式のファイルで出力します。 

履歴をＣＳＶファイルで保存する場合の手順は次のとおりです。 

 

１ 「ＣＳＶ出力」ボタンをクリックすると右のような 

ウィンドウが開きます。「ダウンロード」ボタン 

をクリックします。中止する場合は「閉じる」 

ボタンをクリックしてください。 

    

 

 

 

 

 

 

２ 「ファイルのダウンロード」画面が開きます。 

「ファイル名」をクリックするとファイルが開きます。 

中止する場合は「x」ボタンをクリックしてください。 

 

 

 

 

 

１ ２ 
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11.1.12 メンテナンス・保守用画面 
メンテナンス・保守画面を開くには、試験調整用画面メニューの「再起動・SRAM クリア」ボタンを 

クリックします。 

 

  ＜使用方法＞ 

１ まず左側のプルダウンメニューでその制御の対象となる制御盤を選択します。 

  接続されていない制御盤は表示されません。 

２ 右側にある、制御実行ボタンをクリックして制御を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 再起動               ： 選択した制御盤を再起動します。全制御盤を選択すると、プルダウンメ 

ニューにリスト表示されているすべての制御盤を一斉に再起動することが

できます。 

 

② ＳＲＡＭクリア            ： 制御盤の各種状態を保存しているメモリのクリアを行います。制御実行す

ると電気錠をはじめ、機器の状態が初期状態に戻ります。（在室情報、利

用者のアンチパスバック属性もクリアされます。） 

全制御盤を選択すると、プルダウンメニューにリスト表示されているすべ

ての制御盤のＳＲＡＭを一斉にクリアすることができます。 

SRAM クリアを実行すると制御盤の再起動が行われます。 

 

③ ログファイルのダウンロード ： 各制御盤のログ（CSV ファイル）をダウンロードできます。制御実行す

るとダウンロード確認画面が開き、指定した場所にログを保存すること

ができます。 

    

１ 

2 

３ 
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11.2 動作確認項目・確認方法 
主に試験調整用画面と認証装置（カードリーダー）を使用して動作確認を行います。 

 

動作確認用に、利用者登録されたカードを用意する必要があります。以下の方法で登録を行ってください。 

１ ブラウザーのログイン画面（P.３８参照）でＩＤとパスワードに「user」と入力し、一般ユーザー用画面に

ログインします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「利用者を登録する」ボタンをクリック⇒「利用者を新しく登録する」画面を開きます。 

 

３ 任意の名前と、利用者番号、必要に応じて発行回数を入力します。（タイムコントロールの利用者制限の試験

をする場合は「高度な設定」をクリックしてタイムテーブルを選択します。） 

「登録する」ボタンをクリックして登録します。 

 

※ 利用者番号、発行回数が不明な場合は、登録前に認証装置（カードリーダー）にカードをかざし「未登録」

の履歴を発生させて確認してください。 

※ 動作確認終了後は、「利用者を設定する」⇒「利用者を削除する」画面からカード情報を削除してください。 
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まず、基本動作の確認を行います。(カードリーダーは NHF-□U-□、 NHH-AU-□の場合) 

確認する動作内容

1
設置した全カードリーダーに登録済みカードをかざしま

す。カードリーダーが「ピッ」と鳴り、［読取］ＬＥＤが

緑色で3秒間点灯すること

2
電気錠が解錠し、解錠中は、［解錠］ＬＥＤが緑色で点灯

していること

1 カードリーダーの[解錠]ＬＥＤが消灯すること

2 電気錠が施錠されること

手順3

カード操作の履歴が残っていること

1
警戒ボタンを押して[警戒]ＬＥＤが点滅中にカードをかざ

すと[警戒]ＬＥＤが緑点灯にかわること

2
試験調整用画面の「履歴をみる」をクリックし、「警戒開

始」の履歴が閲覧できること

1 カードリーダーの[警戒]ＬＥＤが赤色で点滅すること

2
試験調整用画面の「履歴をみる」をクリックし、「発報」

の履歴が閲覧できること

1
解除ボタンを押して[警戒]ＬＥＤが点滅中にカードをかざ

すと[警戒]ＬＥＤが消灯すること

2
試験調整用画面の「履歴をみる」をクリックし、「警戒解
除」の履歴が閲覧できること

手順5

手順6

確認方法

＜以降は防犯センサーを接続している場合＞

カードリーダーで警戒開始操作を行うと、
警備ブロックが警戒状態になること
（戸締LEDが消灯している状態で行う）手順4

手順1

登録済みカードをカードリーダーにかざすと
電気錠が一時解錠すること

扉を閉じると施錠されること

手順2

カードリーダーで解除操作を行うと、
警戒状態が解除されること

試験調整用画面の「履歴をみる」をクリックし、登録した

カードの「有効操作」または「入退室操作」の履歴が閲覧で

きること

防犯センサーを発報させると、発報すること

1：緑点灯

1：消灯

1：赤点滅→カードかざす→消灯

警戒ボタン

解除ボタン

1：緑点滅→カードかざす→緑点灯

1：赤点滅

２：緑点灯
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以下の項目より設定した内容ごとに試験を選択して実施してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ データ設定時に入力論理（a 接点/ｂ接点）を逆にして設定した場合は、オープンとクローズが逆になります。 

 

※ 正しく動作しない場合は設定したデータや配線状態を再確認してください。（巻末のトラブルシューティング

も参考にしてください。）ご不明な点は販売店までお問い合わせください。 

チェ ック

1
マスター制御盤の火災入力をＯＮ（クローズ）にすると、全制御盤の電
気錠が一斉解錠すること

2
マスター制御盤の火災入力をＯＦＦ（オープン）にすると、全制御盤の
電気錠が施錠すること

1
各制御盤の火災入力をＯＮ（クローズ）にすると、その制御盤に接続さ
れた電気錠のみ一斉解錠すること

2
各制御盤の火災入力をＯＦＦ（オープン）にすると、その制御盤に接続
された電気錠が施錠すること

チェ ック

1 入力ＯＮ（クローズ）で電気錠が一時解錠すること

2 扉を閉めると電気錠が施錠されること

1 入力ＯＮ（クローズ）で電気錠が連続解錠状態になること

2 入力ＯＦＦ（オープン）で電気錠が施錠されること

1
入力ＯＮ（クローズ）でカードリーダがマスク状態（カードリーダの読
取ＬＥＤが緑点滅）になること

2 入力ＯＦＦ（オープン）でマスクが解除されること

チェ ック

  開放放置出力 1
対象となる電気錠で開放放置が発生すると、設定した出力がＯＮ（オー
プン）になること

1
対象となる電気錠が解錠すると、設定した出力がＯＮ（オープン）にな
ること

2 施錠すると、設定した出力がＯＦＦ（クローズ）になること

1
対象となる電気錠の扉を開くと、設定した出力がＯＮ（オープン）にな
ること

2 扉を閉めると、設定した出力がＯＦＦ（クローズ）になること

こじあけ出力 1
対象となる電気錠でこじあけ（施錠中に扉開閉信号ＲＳＷ（Ｐ．20参
照）をオープンにする）が発生すると、設定した出力がＯＮ（オープ
ン）になること

1
対象となる電気錠が属している警備ブロックで発報が起きるとＯＮ
（オープン）になること

2 発報が復旧するとＯＦＦ（クローズ）になること

1
対象となる電気錠が属している警備ブロックが警戒状態になるとＯＮ
（オープン）になること

2 警戒解除されるとＯＦＦ（クローズ）になること

チェ ック

1 ＯＮ時間に対象となる電気錠が連続解錠状態になること

2 ＯＦＦ時間に施錠されること

1 ＯＮ時間に対象となる警備ブロックが警戒状態になること

2 ＯＦＦ時間に警戒が解除されること

1
ＯＮ時間のみ対象となる利用者のカード操作が無効となり、「時間制限
エラー」の履歴が発生すること

2 ＯＦＦ時間にカードをかざすと電気錠が一時解錠すること

その他機器制御 1 ＯＮ/ＯＦＦ時間に所定の動作の切替を行うこと

火災入力の設定（火災信号をネットワーク経由で他の制御盤に通知する/しない）

以下の入力オプションを設定している場合

以下の出力オプションを設定している場合

以下のタイムコントロールを使用する場合

通知する場合
（出荷時状態）

通知しない場合

一時解錠ボタン

施解錠ボタン

リーダーマスク

施解錠出力

利用者制限

警備の切替

扉開閉出力

発報出力

警戒出力

電気錠解錠時間
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12 お客様ＰＣのセットアップ 
データを取り込み、動作確認に成功したら、お客様側の環境をセッティングします。 

 

セットアップ手順 

 

１ お客様ＰＣで「スタートプログラム」を起動し、鍵ファイルのインストールやブラウザーの設定を行います。

→Ｐ．28 参照 

またお客様の必要に応じて「履歴管理プログラム」のインストールを行います。→Ｐ．30 参照 

 

２ お客様ＰＣのネットワーク設定を行います。 → Ｐ．3６参照 

 

３ ブラウザーのユーザー画面にログインします。 

ＩＤ：user 

パスワード：user 

（工場出荷時状態） 

※ 施工用画面とはログインＩＤ、パスワードが異なりますのでご注意ください。 

 

４ 利用者情報の登録、連動データの設定（ＣＳＶファイル）、スケジュールの設定などを行い、実際に運用が開

始できるよう準備をします。（実際に利用者登録したカードを使って動作確認を行ってください。） 

 

５ 「スタートプログラム」から以下のマニュアルをプリントアウトしてお客様にお渡しし、説明を行ってくだ

さい。 

・ ブラウザー画面取扱説明書 

必要に応じて→    ・ （履歴管理プログラム取扱説明書） 

 

 

 

12.1 MAC アドレスの算出方法 
お客様のネットワークなどに制御盤を参入させる場合、MAC アドレスの提出を求められることがあり

ます。制御盤の CPU 基板に貼付されたシールから以下のいずれかの方法にて算出してください。 

 

Ａ：MAC アドレスのシールが貼付されている場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

MAC アドレスは、基板に添付されたシールに記載の 00：0A：A6：0A：00：00 となります。 

 

 

Ｂ：MAC アドレスのシールが貼付されていない場合 

基板名・基板コードと製造番号をもとに、以下の方法で MAC アドレスの算出を行ってください。 

基板に記載された製造番号を確認し、MAC アドレスを算出してください。 

・2-7-500-0952B：PA NLI CPU（製造番号：～19119965 まで）の場合 

 MAC アドレス → 00-0A-A6-02-xx-yy 

 

・2-7-500-0952B：PA NLI CPU（製造番号：～19120001 以降）の場合 

 MAC アドレス → 00-0A-A6-09-xx-yy 
 

・2-7-500-4269BX1：PA NLI CPU ﾎﾞｰﾄﾞ B 11 RoHS の場合 

 MAC アドレス → 00-0A-A6-0A-xx-yy  

※”xx-yy” → CPU 基板製造番号の下 4 桁 

MAC アドレス 
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※上記 2 パターンの算出方法で、MAC アドレスの区切りが「―」「：」と異なりますが、意味合いは同様です。 

 

 

 

 

13 部品交換について 
13.1 ヒューズ交換 
付属のヒューズクリップを使ってヒューズを抜き差しします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本製品に同梱の予備ヒューズ以外は使用 

しないでください。  

記号 用途 定格 

F1 ＡＣ100Ｖ入力 10A 

F2 ＡＣ100Ｖ入力 10A 

F3 制御盤用 DC24V 出力 4A 

F4 制御盤用 DC24V 出力 4A 

F5 制御盤用 DC13V 出力 5A 

F6 制御盤用 DC13V 出力 5A 

F9 入出力制御盤用 DC13V 出力 4A 

F10 予備電源入力 20A 

F11  スイッチング HUB 用 DC24V 出

力 

※弊社推奨品のみ接続可 

4A 

 注意 

 
ヒューズの抜き差しは電源を切ってから行ってください。 

 
表示と違うヒューズを取り付けないでください。 

[算出例]  2-7-500-4269BX1：PA NLI CPU ﾎﾞｰﾄﾞ B 11 RoHS 

製造番号で下４桁が “８４０４” のため、MAC アドレスは 

00-0A-A6-0A-84-04 となります。 

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10

ＯＮ

1  2  3  4  5  6  7  8  9  10

ＯＮ

Ｉ Ｎ

0

8

9 1

2
3

456

7

0

8

9 1

2
3

456

7

0

8

9 1

2
3

456

7

0

8

9 1

2
3

456

7

1 2 3 4 5 6 7 8

Ｏ Ｎ

1
2
3
4
5
6
7
8

表示切替
ＣＴＧ ＰＴ

ＤＳＷ１ ＤＳＷ２

拠点10 拠点1 ｱﾄﾞﾚｽ10 ｱﾄﾞﾚｽ1

Ｔ
Ｂ
１

ＴＢ２

ＴＢ３

ＴＢ４

ＴＢ５

ＴＢ６

ＴＢ７

ＴＢ８

     SOL3        RSW3   MSW3      SOL4        RSW4   MSW4      SOL7        RSW7   MSW7      SOL8        RSW8   MSW8

|  + 　- 　O   C  |  I   C  |  I   C  |  + 　- 　O   C  |  I   C  |  I   C  |
     SOL1        RSW1   MSW1      SOL2        RSW2   MSW2

|  + 　- 　O   C  |  I   C  |  I   C  |  + 　- 　O   C  |  I   C  |  I   C  |
     SOL5        RSW5   MSW5      SOL6        RSW6   MSW6

　I    C   O   C   O   C  

FIRE    ALM   ERR

IN1      IN2      IN3      IN4      IN5      IN6      IN7      IN8    
|　I   C  |  I   C  |  I   C  |　I   C  |  I   C  |  I   C  |  I   C  |  I   C  |

OUT1   OUT2   OUT3   OUT4   OUT5   OUT6   OUT7   OUT8    
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基板名・基板コード 

製造番号 
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13.2 電源基板の交換 
※ 電源基板の寿命は７年です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
電源基板の交換は電源供給元のブレーカーを切らなくても行えます。 
 
１ 「7.1 電源の ON/OFF」を参照して制御盤の主電源スイッチを OFF にします。 

 
２ 電源基板各部のコネクタ（TB1、CN2～7）を外します。 

    TB1 はコネクタ左右のネジをマイナスドライバーで緩めて脱着端子ごと引き抜いてください。 
つまみつきのコネクタを外す際は、コネクタの側面にあるつまみの上部を押さえながら引き抜いて 
ください。（CN7 と TB1 以外） 

 
＜TB1 を外すとき＞        ＜つまみつきコネクタを外すとき＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   ３ 制御盤から交換する電源基板を外します。 

プラスドライバー、ナットドライバーを使用して電源基板カバー→電源基板の順に、 
取り外してください。 

 
   ４ 新しい電源基板を取り付け、各部のコネクタ（TB1、CN2～7）を接続します。 
 

  ・主電源スイッチを ON にし、制御盤が正常に立ち上がることを確認してください。 
   ・電源基板のヒューズ F3、F4、F5、F6、F9、F11 横の表示灯が点灯していることを確認してください。 
   ・「7.2 予備電源試験」を参照して予備電源試験を行い、予備電源に異常のないことを確認してください。 
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13.3 予備電源の交換 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 「7.1 電源の ON/OFF」を参照して制御盤の主電源スイッチを OFF にします。 
 

２ 電源基板のコネクタ CN2 を外します。 
    コネクタの両側のつまみを押しながら引き抜きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ３ 「5.4.4 予備電源との接続」を参照して、電源基板のコネクタ CN2 に予備電源を接続します。 

   ・主電源スイッチを ON にし、制御盤が正常に立ち上がることを確認してください。 
    ・電源基板のヒューズ F3、F4、F5、F6、F9、F11 横の表示灯が点灯していることを確認してください。 
    ・「7.2 予備電源試験」を参照して予備電源試験を行い、予備電源に異常のないことを確認してください。 
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14 メンテナンス方法、清掃方法 
 
 
・メンテナンスについて 

本製品は、制御盤に設定されたデータに基づいて動作しており、点検ではこのデータに基づいて正

常に動作していることを確認します。 

制御盤に設定されたデータの内容は、PC を接続することにより確認することができます。また、本

製品の動作は、盤内の動作表示 LED で確認することができます。 

 

・清掃について 

制御盤の筐体、基板カバーの汚れの清掃は中性洗剤を含ませた布を堅く絞って行ってください。樹

脂を侵す有機溶剤の使用は避けてください。また、装置内部の清掃は、電源を切った状態で行って

ください。 
  

 
 

 

・点検項目例 

 注意 

 
機器の清掃に有機溶剤の使用は避けてください。筐体表面や印刷を侵すおそれがあります。 

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

外観上変形、損傷等が無いこと

を確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等がないこと

周囲に障害物等が無いことを確

認する

目視 周囲に操作の支障になる障害物やノイズ源となりえる大型の設備機器

等が無いこと

外部・内部清掃がされているこ

とを確認する

目視 著しい汚れが無いこと

付属品管ヒューズの確認
４A×４、５A×２、

１０A×２、２０A×１

目視 本数チェック
※不足時は補充すること

２ AC100V電源 電圧が規定値以内であることを
確認する

テスター ＡＣ１００Ｖ±１０％

３ ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ用電源 電圧が規定値以内であることを
確認する

テスター DC13Ｖ±１V

４ 防犯ｾﾝｻｰ用電源 電圧が規定値以内であることを
確認する

テスター DC13Ｖ±１V

５ コネクタ 各基板に接続されているコネク

タに緩みが無いことを確認する

触手 コネクタに緩みが無いこと

６ ＣＦカード 確実に装着されていることを確

認する

触手 装着に緩みが無いこと

７ 結線試験 端子の緩み、脱落、損傷等が無

いことを確認する

ドライバー等 端子の緩み、脱落、損傷等が無いこと

８ データ・状態の確認 ブラウザーで施工用画面を開い

てデータの確認を行う

PC操作 ①制御盤が複数台ある場合、制御盤間の通信状態が正常となっている

こと

②試験調整用画面にて、電気錠、認証装置のエラーが発生していない
こと

③日時が著しく狂っていないこと

9 予備電源確認 予備電源に問題ないことを確認
する

基板操作 予備電源試験を実施し、外部電源異常が発生しないこと

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

各扉の開閉がスムーズに行える

ことを確認する

手操作 扉の開閉がスムーズに行えること

チリ寸法が６mm以下であること
を確認する

ノギス
定規

チリ寸法が６mm以下であり、各種動作が正常に行われること

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

外観上変形、損傷等が無いことを確

認する

目視 外観上変形、損傷等が無いこと

周囲に障害物等が無いことを確認す

る

目視 周囲に操作の支障になる障害物やノイズ源となりえる大型の設備機器等が無

いこと

外部清掃がされていることを確認す

る

目視 著しい汚れが無いこと

〔ＰＯＷＥＲ／ＲＥＡＤ〕表示を確

認する

カード操作 〔ＰＯＷＥＲ／ＲＥＡＤ〕ＬＥＤが待機状態（緑点灯）、カード読取ＯＫ時

（赤点灯）であること

〔ＬＯＣＫ／ＵＮＬＯＣＫ〕表示を

確認する

カード操作 〔ＬＯＣＫ／ＵＮＬＯＣＫ〕ＬＥＤが電気錠施錠時（赤点灯）、解錠時（緑

点灯）であること

制御盤本体

扉

カードリーダー

１ 外観チェック

1 立て付け

１ 外観チェック

２ ＬＥＤ表示
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点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

外観上変形、損傷などが
無いことを確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

検知エリア内に熱源がないこと
を確認する

目視 検知エリアにFAXなどの熱源となりえる機器がないことを確認する

２　動作 検知エリアに人が入ったときの
信号を確認する

目視 検知エリアに人が入ったときのループ開信号を制御盤端子で確認する

３　電圧チェック 電源投入時、電圧が規定
値以上であることを確認
する

テスター DC13Ｖ±１V

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

1　外観チェック 外観上変形、損傷などが無いこ
とを確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

２　動作 赤外線光軸を遮断した際の信号
を確認する

手操作
テスター

赤外線光軸を遮断し、ループ開信号を制御盤端子で確認する

３　電圧チェック 電源投入時、電圧が規定
値以上であることを確認
する

テスター DC13Ｖ±１V

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

1　外観チェック 外観上変形、損傷などが
無いことを確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

２　動作 扉を開いた際の警報信号
を確認する

テスター 扉を開けた際のループ開信号を制御盤端子にて確認する

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

1　外観チェック 外観上変形、損傷などが
無いことを確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

２　動作 釦を押した際に電気錠が解錠す
るかを確認する

手操作 釦を押した際に電気錠が解錠するかを確認する

点検項目 点検基準 点検手法 判定方法

1　外観チェック 外観上変形、損傷などが
無いことを確認する

目視 外観上変形、損傷、著しい腐食等が無いこと

２　動作 振動を与えた際の警報信号
を確認する

手操作
テスター

振動を与え、ループ開信号を制御盤端子にて確認する

ガラスセンサー（接続されている場合）

1　外観チェック

赤外線センサー（接続されている場合）

マグネットスイッチ（接続されている場合）

解錠押釦（接続されている場合）

パッシブセンサー（接続されている場合）

電源投入時、電圧が規定値 

以内であることを確認する 

 
 

 空間 

電源投入時、電圧が規定値 

以内であることを確認する 
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15 施工トラブルシューティング（Ｑ＆Ａ） 
お客様との打ち合わせフェーズ 

分類 内容 対応方法 

カード お客様が使いたいカードが読み取れ

るかどうかわからない 

① FeliCa の標準カード、FeliCa の IDm、EDY、MIFARE の UID

の場合 

⇒NHF、NHH シリーズの認証装置（カードリーダー）を接続

し、ディップスイッチの設定をすれば読むことができます。 

② それ以外のカード（FeliCa、MIFARE のお客様指定カード）の

場合 

⇒認証装置（カードリーダー）ごとの規格対応表を参照し、お

客様のカードの規格に合致した認証装置（カードリーダー）が

存在するか確認してください。 

読み取りの可否、設定方法は販売店までご相談ください。 

 

ネットワー

ク 

ブラウザーPCとして OA 用のPCを

使用できるか？ 

 

お客様の OA 用の PC を使用する場合、以下の制限事項があります。 

・ ブラウザーの設定変更を行う必要がある。 

※ ブラウザーの設定内容については P.28 を参照してくださ

い。 

 

・ 複数 PC での監視はできない。 

※ 社内 LAN で通信する場合の条件については P.19 を参照

してください。 

 

VPN や専用線を使用して遠隔地か

ら制御盤を監視できるか？ 

ネットワークの条件を満たしていれば遠隔監視が可能です。条件につ

いては P.19 を参照してください。 

 

工事・試験調整フェーズ 

分類 内容 対応方法 

制御盤 電源が入らない 

 

① シャットダウンボタンを押しても電源が入らない。 

⇒メインスイッチ（⇒P.11 内観図の②）を ON にしてください。 

② メイン電源スイッチを ON にしても電源が入らない。 

⇒ヒューズが切れていないか確認し、切れている場合は交換し

てください。 

⇒基板、CF カードが故障している可能性があります。販売店ま

でご相談ください。 

⇒AC100V の脱着式差込端子（電源基板 TB1）に浮きや未嵌

合がないか確認してください。 

ブラウザー ブラウザーから制御盤に接続できな

い 

① 何も画面が表示されない、接続できませんでしたというメッセー

ジが出る。制御盤に PING コマンドを送っても返答がない。 

⇒ネットワークが接続されていない可能性があります。LAN ケ

ーブルの接続を確認してください。 

⇒制御盤と PC の IP アドレスが正しく設定されていない可能性

があります。IP アドレスの設定を確認してください。 

⇒それでも復旧しない場合は一度制御盤の電源を OFF し、再起

動を行ってください。 

② この PC からは接続できませんというメッセージが出る。 

⇒鍵ファイルのインストール、インターネットエクスプローラ

ーの設定がされていない可能性があります。 

 スタートプログラムを使用して設定してください。 

（Ｐ．28 参照） 
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電気錠 電気錠が正しく動作しない ① ブラウザー画面から電気錠の制御を行っても無反応だったり、解

錠エラーや施錠エラーやこじ開けが発生する。 

⇒電気錠のタイプが間違っている可能性があります。ブラウザ

ーの施工用画面にて電気錠の種別を確認してください。 

⇒電気錠と制御盤の接続（ソレノイド・施錠・扉閉信号）を確

認してください。（電気錠メーカーにより線の配色が違う場合

があります） 

⇒電気錠のチリ（隙間）規定値に収まっているかを確認してく

ださい。 

⇒受け側が上下左右にずれておりデットボルトが上手く入って

いない場合があります。受け側の位置をデットボルトに合うよ

う調整してください。 

⇒受け側のマグネットが入っていることを確認してください。 

⇒扉内のコネクタが接続されていることを確認してください。 

⇒通電金具などに配線が挟まっていないことを確認してくださ

い。 

② 認証装置（カードリーダー）にカードをかざすと読取 LED が 2

秒間緑色になるが電気錠が解錠しない。 

⇒連動データの設定が正しくない可能性があります。エクスポ

ートした CSV ファイルで内容を確認してください。 

⇒カードの操作レベルが 1 以外に設定されている可能性があり

ます。工場出荷時のデータでは、電気錠を解錠することができ

る操作レベルは１と 2 のみです。 

 

カード 

リーダー 

認証装置（カードリーダー）にカー

ドをかざしても反応しない 

① 認証装置（カードリーダー）の LED が全く点灯していない。 

⇒認証装置（カードリーダー）に電源が供給されていません。

制御盤と認証装置（カードリーダー）の配線が正しいか、認証

装置（カードリーダー）の電源端子に DC12V が供給されて

いるかを確認してください。 

⇒制御盤の電源が ON になっていることを確認してください。 

② 認証装置（カードリーダー）の読取 LED が緑点滅している。 

⇒認証装置（カードリーダー）の設定がされていない可能性が

あります。ブラウザーの施工用画面にて認証装置の使用有無の

設定を確認してください。 

⇒認証装置（カードリーダー）と制御盤の通信が確立されてい

ません。制御盤と認証装置（カードリーダー）の配線が正しい

かを確認してください。 

③ 認証装置（カードリーダー）の LED は点灯しているが、カード

をかざしてもピッという音が鳴らない（読み取りたいカードが

FeliCa、FeliCa の IDm、Edy、MIFARE の UID の場合）。 

⇒制御盤のディップスイッチが、読み取りたいカードに設定さ

れていることを確認してください。（P.22 参照）また、ディッ

プスイッチの変更後は制御盤の再起動を行う必要があります。 

④ 認証装置（カードリーダー）の LED は点灯しているが、カード

をかざしてもピッという音が鳴らない（読み取りたいカードが

FeliCa のお客様指定カード、MIFARE のお客様指定カードの場

合）。 

⇒お客様指定のカードの場合、別途フォーマットカードで認証

装置（カードリーダー）のフォーマットを設定する必要があり

ます。フォーマットカードに関しては販売店までお問い合わせ

ください。  
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16 仕様 
項目 仕様 

商品名 アクセス制御盤 

商品記号 NLJ-AW-C-8D-M 

カード登録枚数 最大 32,000 枚 

イベント保存件数 最大 20 万件/本体 

メモリバックアップ ･ＯＳ、設備データはＣＦカードに保管 
･ＳＲＡＭはスーパーキャパシタによりバックアップ 

最大接続台数 最大 4 台（マスター1 台、スレーブ 3 台） 

通信幹線伝送方式 Ethernet 10/100BASE-T RJ-45 

カードリーダー接続台数 最大 16 台 

カードリーダー間伝送方式 2 線式シリアル 
RS-485 19.2Kbps 

カードリーダー許容線路長 150ｍ以下 (CPEV-0.9S 使用時) 

扉制御/監視点数 ･電気錠制御出力 (無電圧) 8 点 
･     〃     (有電圧) 8 点 
･電気錠施解錠入力 8 点 
･扉開閉入力 8 点 
・防犯センサー入力 8 点 

対応電気錠（※） ･瞬時通電施解錠型 （美和ロック製 ALA,AUS,ANS 相当） 
･通電時解錠型 （美和ロック製 AUT 相当） 
･通電時施錠型 （美和ロック製 AUR 相当） 
･モーター錠 （美和ロック製 AL3M および AL4M 相当） 
・ストライク錠（美和ロック製 AST 相当） 
・マグナロック（米セキュリトロン製 M32,M62,M82 相当） 
・自動ドア 
・フラッパーゲート 

出入管理機能 ･アンチパスバック 
･在室管理機能 
･出/退勤管理 

警備機能 ･警戒開始/警戒解除 

汎用入出力 ･入力（フォトカプラ絶縁） 8 点（最大 128 点）（※） 
（防犯センサー監視入力として使用可） 

･出力（無電圧出力、接点容量 30V、１A、N,O,） 8 点（最大 128 点）（※） 
 
※弊社入出力制御盤（NLJ-AW-40-M(IO)）を接続したときの最大数 

専用入出力 ･火災代表入力 （無電圧 a 接点） 1 点 
･警報代表出力（無電圧出力､接点容量 30V、１A） 1 点 
･障害代表出力（無電圧出力､接点容量 30V、１A） 1 点 

タイムコントロール数 ･電気錠管理 32 
･警備状態管理 32 
･利用者制限 16 

AC100V 接続端子 脱着式差込端子 
  単線：φ0.2 から 2.5mm(AWG32 から AWG10) 

外線接続端子 差込端子 
  単線：φ0.4 から 1.2mm(AWG26 から AWG16) 
 3mm ネジ式端子 

予備電源 ニッケルカドミウム蓄電池  1 本使用 
DC24V 1.65AH 
(古河電池製 20-S104A 相当品) 

外部供給電源 カードリーダー系統 1  DC12V 1.0A 
カードリーダー系統 2  DC12V 1.0A 
センサー電源       DC12V 1.0A 
電気錠電源        DC24V 2.4A（瞬時 3.0A） 

定格電源電圧 AC100V±10% 

消費電力 200W 

適用環境 屋内 （結露なきこと） 

使用温度範囲 0～+40℃ 

筐体材質 扉・本体フレーム：SPCC(冷間圧延鋼板)、背板：SECC E16-E16(電気亜鉛めっき鋼板) 

外観色彩 マンセル値 2.5Y9/1（半つや）近似色 

外形寸法 600(H)×450(W)×100(D)mm 

質量 約 14kg (予備電源込み) 

取り付け方法 壁面取付け 

付属品 スタートアップ CD  
工事説明書(本紙) 
CF カード 
鍵（制御盤扉開閉用）×2 
ヒューズクリップ 
予備ヒューズ 4A×4、5A×2、10A×2、20A×1 
保証書 
結線サンプル図 

付属アプリケーション 履歴管理プログラム 

推奨購入品 スイッチングハブ（5 ポート） 
FL SWITCH SFNB 5TX 
FL SWITCH 1005NT 
（PHOENIX CONTACT 製） 

※記載のないメーカーおよび鍵種については販売店にお問い合わせください。 
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※本製品の説明書の最新版は、弊社ホームページからダウンロードしてご確認ください。 

 

URL：https://www.hochiki.co.jp/business/security/nyutai/idtechno-es/ 

 
【商標・著作権について】 

●  id･Techno はホーチキ株式会社の登録商標です。  

●  Windows 10、Windows11、Windows ロゴ、Microsoft Edge は、米国 Microsoft 

Corporation の登録商標です。  

●  Google Chrome は、Google LLC の登録商標です。   

●  Adobe Acrobat は米国 Adobe Systems Incorporated の登録商標です。  

●  FeliCa、PaSoRi はソニー株式会社の登録商標です。  

FeliCa はソニー株式会社が開発した非接触 IC カードの技術方式です。  

●  MIFARE は NXP セミコンダクターズ社の登録商標です。  

●  本文中では、Ｒマーク（Registration Symbol）やＴＭ（trademark）は明記してお

りません。  

●  本製品に含まれるオープンソースソフトウェアの著作権は以下のとおりです。  

OpenSSL License Copyright（c）1998-2008 The OpenSSL Project. All right reserved. 

OriginalSSLeay License  Copyright（c） 1995-1998 Eric Young. All right reserved. 

●  本製品には以下のソフトウェアが含まれています。  

Windows Template Library - WTL version 8.0 

Common Public License 1.0 Copyright (C) Microsoft Corporation. All rights reserved. 

お客様は WTL version 8.0 を Common Public License 1.0 に基づき利用することができます。

詳細は CD-ROM 内の WTL80 フォルダをご参照ください。なおソースコードの中身についてのお

問い合わせはご遠慮ください。 

●  本書の一部、または全部を弊社の許可なくして複製、複写、転載することは、メディ

アを問わず禁止します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2024.11）2-8-001-4871-153 

 

本社 〒141-8660 
東京都品川区上大崎 2-10-43 
TEL 0120-919-856（お客様ご相談窓口）  
https://www.hochiki.co.jp 

 

火災報知・消火・トンネル防災・ネットワーク・出入管理など各種システムの製造、販売、施工、保守 

https://www.hochiki.co.jp/business/security/nyutai/idtechno-es/

